
　 1 　

「
大
乘
五
方
便
」
の
成
立
と
展
開

伊
　
吹
　
　
　
敦
　

は
じ
め
に

　

北
宗
の
綱
要
書
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
に
『
觀
心
論
』
と
「
大
乘
五
方
便（

1
（

」
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
北
宗
禪
の
思
想
を
解
明

す
る
う
え
で
基
礎
と
な
る
べ
き
重
要
な
文
獻
で
あ
り
、
そ
の
資
料
價
値
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

　

た
だ
、
兩
者
の
性
格
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、『
觀
心
論
』（「
觀
心
破
相
論
」「
破
相
論
」
と
も
呼
ば

れ
る
（
が
敦
煌
本
、
朝
鮮
傳
本
、
日
本
傳
本
と
樣
々
な
經
路
で
傳
え
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
基
本
的
に
テ
キ
ス
ト
に
大
き
な
相

違
が
見
ら
れ
な
い
の
に
對
し
て
、「
大
乘
五
方
便
」
系
の
諸
本
は
、
結
構
は
共
通
し
つ
つ
も
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
内
容
に
大
き
な
相

違
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
標
題
も
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
獻
を
初
め
て
紹
介
し
た
久
野
芳
隆
氏
が
「
流
動
性
に
富
む
」

と
評
し
た（

（
（

所
以
で
あ
る
が
、
こ
の
特
異
な
性
格
の
た
め
、「
大
乘
五
方
便
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
思
想
内
容
を
檢
討
す
る
以
前
に
、
次

の
よ
う
な
種
々
の
問
題
を
解
決
し
て
お
く
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
ａ
．
異
本
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
相
互
の
關
係
は
い
か
な
る
も
の
か
。
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ｂ
．
原
本
の
撰
者
は
誰
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
思
想
は
誰
に
由
來
す
る
か
。

　
　
ｃ
．
文
獻
そ
の
も
の
の
性
格
、
あ
る
い
は
、
テ
キ
ス
ト
が
流
動
性
に
富
む
理
由
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
從
來
か
ら
し
ば
し
ば
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
最
初
に
着
手
さ
れ
た
の
は
ａ
の
異
本

の
探
索
と
整
理
で
あ
り
、
久
野
芳
隆
、
宇
井
伯
壽
、
鈴
木
大
拙
、
武
田
忠
ら
の
諸
氏
の
研
究
は
、
こ
れ
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

筆
者
も
か
つ
て
こ
れ
に
關
し
て
私
見
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に

見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
と
題
す
る
拙
稿
が
そ
れ
で
、「
通
一
切
經
要
義
集
」
と
題
す
る
新
た
な
異
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
從
來

の
諸
説
を
參
照
し
つ
つ
、「
通
一
切
經
要
義
集
」
を
も
含
め
る
形
で
諸
本
間
の
關
係
の
解
明
を
行
っ
た（

（
（

。

　

ｂ
の
問
題
を
初
め
て
提
起
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
、
こ
の
拙
稿
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
宗
密
が
『
圓
覺
經
大
疏
鈔
』
に
お
い
て
、

神
秀
の
も
の
と
し
て
「
大
乘
五
方
便
」
の
異
本
を
長
文
に
亙
っ
て
引
用
し
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
て
い
た
。
し
か
し
、
宗
密
は

神
秀
よ
り
百
數
十
年
も
後
の
人
で
あ
る
か
ら
そ
の
説
を
安
易
に
信
ず
べ
き
で
な
く
、再
檢
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

禪
宗
關
係
の
碑
銘
や
塔
銘
、
敦
煌
文
書
等
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
「
大
乘
五
方
便
」
と
關
聯
す
る
記
述
が
い
か
に
現
わ
れ
て
い

る
か
を
檢
討
す
る
こ
と
で
、「「
大
乘
五
方
便
」
の
大
綱
は
既
に
神
秀
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
完
成
し
て
現
在
の
形
に
し
た
の
は
普
寂
で

あ
る（

（
（

」
と
い
う
結
論
を
述
べ
て
お
い
た
。

　
ｃ
は
「
大
乘
五
方
便
」
の
本
質
に
關
わ
る
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
從
來
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
先
の
拙

稿
で
も
、
テ
キ
ス
ト
の
展
開
に
沿
っ
て
、
北
宗
の
思
想
が
い
か
に
變
化
し
て
い
っ
た
か
を
論
じ
て
お
き
な
が
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

に
流
動
性
に
富
む
の
か
と
い
う
最
も
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
そ
の
重
要
性
に
思
い
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
、
二
十
年
の
歳
月
を
經
て
、
再
び
「
大
乘
五
方
便
」
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
第
一
の
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
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筆
者
自
身
の
研
究
の
進
展
に
伴
い
、
先
の
拙
稿
を
補
正
す
べ
き
點
を
い
く
つ
か
見
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
間
、
意
見
を
異
に
す
る

論
攷
の
發
表
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
私
見
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
斷
し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
　「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
の
展
開
過
程
に
つ
い
て

　
「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
先
の
拙
稿
に
お
い
て
、

ａ
本
：
ス
タ
イ
ン
〇
一
八
二
號 

ｂ
本
：
ス
タ
イ
ン
〇
七
三
五
號
背
面 

ｃ
本
：
ス
タ
イ
ン
一
〇
〇
二
號

ｄ
本
：
ス
タ
イ
ン
二
五
〇
三
號
第
一 
ｅ
本
：
ス
タ
イ
ン
二
五
〇
三
號
第
二 

ｆ
本
： 

ス
タ
イ
ン
二
五
〇
三
號
第
三 

ｇ
本
：
ス
タ
イ
ン
七
九
六
一
號 
ｈ
本
：
ペ
リ
オ
二
〇
五
八
號 

ｉ
本
：
ペ
リ
オ
二
二
七
〇
號

ｊ
本
：
北
京
一
三
五
一
號
（
生
二
四
（
背
面

と
い
う
十
の
寫
本
が
存
在
し
、
そ
れ
が
次
の
六
類
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
一
類
（
ｂ
本
・
ｆ
本
・
ｊ
本
（ 

第
二
類
（
ｄ
本
（ 

第
三
類
（
ｈ
本
・
ｉ
本
（

第
四
類
（
ａ
本
（ 

第
五
類
（
ｅ
本
（ 

第
六
類
（
ｃ
本
（

　

そ
し
て
、
そ
の
相
互
關
係
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
展
開
過
程
が
想
定
で
き
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
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こ
の
私
見
に
對
し
て
異
論
を
唱
え
た
の
が
河
合
泰
弘
氏
で
あ

る
。
即
ち
、
氏
は
、「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
辺
」
と
題
す
る

論
文
に
お
い
て
、「
大
乘
五
方
便
」
の
異
本
の
數
を
十
二
と
し
た

上
で
、
私
見
に
對
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る（

（
（

。
異
本
の
數
が
増
え

て
い
る
の
は
、
新
た
な
寫
本
を
發
見
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
筆
者

が
「
五
方
便
」
と
い
う
結
構
を
前
提
し
て
い
な
い
が
た
め
に
異
本

と
は
認
め
な
か
っ
た
ペ
リ
オ
二
八
三
六
號
を
再
び
異
本
の
一
つ
と

認
め
、
更
に
、
ｉ
本
の
一
部
を
別
出
し
て
一
異
本
に
數
え
た
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。

　

前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、後
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
大
乘
五
方
便
」

の
主
要
部
は
、
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
「
通
經
」
を
取
り
込
ん

だ
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
從
っ
て
、「
大
乘
五
方
便
」
の

成
立
以
前
に
、
そ
の
素
材
が
存
在
し
た
こ
と
は
十
分
に
想
定
で
き

る
の
で
あ
っ
て
、
類
似
し
た
記
述
が
あ
る
だ
け
で
一
異
本
と
認
め

る
と
い
う
の
は
極
め
て
危
險
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
大
乘
五
方
便
」

の
一
異
本
と
認
め
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
「
五
方
便
」
と
い

う
結
構
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。

第六類
（標題未詳）

第一類
（『大乘無生方便門』）

未詳の資料

第二類
（標題未詳）

第三類
（大乘五方便北宗）

第四類
（『通一切經要義集』）

第五類
（名稱なし）

一部插入

一部插入

一部省略
序章の省略

第二章以下の節略

序章の書き換え
文章の整理と簡略化 第一章以下の項目化
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後
者
に
つ
い
て
も
、
ｉ
本
の
當
該
部
分
の
み
が
異
本
と
し
て
別
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
他
本
の
竄
入
と
認
め
う
る

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
別
の
一
異
本
と
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
そ
の
部
分
は
ｉ
本
の
全
體
か
ら
見
て
不

自
然
で
あ
り
、
後
の
插
入
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
ｉ
本
は
正
し
く
、
そ
れ
を
含
む
形
の
一
異
本
な
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
勝
手
に
二
つ
の
異
本
に
分
解
す
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
差
し
控
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
異
本
の
數
を
十

本
と
し
、
そ
れ
を
六
類
に
分
類
で
き
る
と
し
た
先
の
私
見
は
、
依
然
と
し
て
正
當
な
も
の
と
判
斷
で
き
る
。

　

次
に
諸
本
間
の
關
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
主
要
な
異
本
に
つ
い
て
は
、
河
合
氏
の
見
解
は
筆
者
の
も
の
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る

（
斷
片
に
過
ぎ
な
い
第
六
類
に
つ
い
て
は
見
解
が
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
以
上
は
論
じ
な
い
（。

も
っ
と
も
氏
は
、
私
見
に
對
し
て
第
二
類
や
第
四
類
を
第
一
類
か
ら
直
接
的
に
展
開
し
た
も
の
と
は
見
做
し
が
た
い
と
批
判
し
、
第
一

類
、
第
二
類
、
第
三
類
に
共
通
す
る
原
本
の
存
在
を
假
定
す
る
が
、
拙
稿
の
説
は
、「
第
一
類
が
古
形
を
保
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識

の
も
と
に
、
諸
本
の
展
開
の
概
要
を
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
批
判
は
不
當
で
あ
る
。
筆
者
の
主
張
は
、
原
本
の
形
態

は
第
一
類
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
（
恐
ら
く
、
そ
の
名
稱
も
『
大
乘
無
生
方
便
門
』
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（、

第
一
類
が
そ
の
ま
ま
原
本
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

從
っ
て
、
こ
の
點
で
も
特
に
私
見
を
修
正
す
る
必
要
性
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
、
再
び
諸
本
の
比
較
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
第
二
類
と
第
四
類
に
共
通
す
る
祖
本
の
存
在
を
假
定
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
二
類
と
第

四
類
と
の
間
に
は
文
體
等
に
お
い
て
大
い
に
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
兩
者
に
共
通
し
な
が
ら
第
一
類
と
は
異
な
る
點
が
見
ら
れ
る

た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
例
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、
第
一
類
（『
大
乘
無
生
方
便
門
』（
の
第
一
章
「
總
彰
佛
體
」
で
、
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「
法
界
一
相
。
則
是
如
來
平
等
法
身
。
問
。
是
沒
是
法
界
。［
答
。］
意
知
是
法
界
。
是
十
八
界
。
眼
見
。
意
知
。
念
起
多
想
生
。

隔
障
不
通
。
是
染
法
界
。
是
衆
生
界
。［
問
。］
是
沒
是
淨
法
界
。［
答
。］
眼
見
意
知
。
離
念
即
無
隔
障
。
是
淨
法
界
。
是
佛
界
。

［
問
。］
是
沒
是
佛
界
。［
答
。］
法
界
一
相
。
意
知
處
是
法
。
是
法
界
。
眼
見
色
。
耳
聞
聲
。
鼻
覺
香
。
舌
知
味
。
身
覺
觸
。
意
知

法
。
意
通
知
上
五
種
法
。
若
心
起
同
縁
。
即
是
染
法
界
。
是
衆
生
界
。
若
不
起
心
同
縁
。
即
是
淨
法
界
。
是
佛
界
。

法
界
一
相
。
於
十
八
界
中
有
二
。
一
染
。
一
淨
。
先
染
後
淨
。
眼
見
色
。
意
識
同
縁
知
。
眼
等
五
根
依
塵
。
五
處
起
染
。
即
一
切

處
染
。
一
切
處
染
。
即
是
染
法
界
。
是
衆
生
界
。
問
。
是
沒
是
淨
法
界
。［
答
。］
淨
法
界
者
。
於
離
念
中
。
眼
見
色
。
不
分
別
。

即
於
眼
處
得
解
脱
。
餘
四
亦
同
。
五
處
解
脱
。
即
一
切
處
解
脱
。
一
切
處
解
脱
。
即
一
切
處
淨
。
即
是
淨
法
界
。
是
佛
界（

（
（

。」

と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
對
應
す
る
第
二
類
、
第
四
類
の
文
章
を
掲
げ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
法
界
一
相
者
。
意
知
是
法
界
。
是
十
八
界
。
眼
見
意
知
念
起
。
多
想
生
隔
障
不
通
。
即
是
染
法
界
。
是
衆
生
界
。
眼
見
意
知
離
念
。

即
無
隔
障
。
即
是
淨
法
界
。
是
佛
界
。
一
相
無
相
。
無
一
二
相
。
即
是
實
相
。
實
相
即
是
法
界
一
相
。（

（
（

」（
第
二
類
（

「
通
法
界
一
相
。
和
問
。
法
是
麼
。
子
言
。
意
知
名
法
。
意
知
五
根
法
所
到
名
界
。
眼
見
色
。
意
同
知
。
染
法
界
。
心
不
起
。
不

同
知
。
淨
法
界
。
餘
根
准
上
。（
中
略
（
通
法
界
一
相
。
一
相
謂
無
相
。
無
相
沒
相
。
沒
相
是
無
相
。
即
是
實
相
。
是
名
法
界
一

相
。（

（
（

」（
第
四
類
（

　

つ
ま
り
、
第
一
類
が
同
種
の
こ
と
を
三
度
も
繰
り
返
し
て
敍
述
す
る
の
に
對
し
て
、
第
二
類
と
第
四
類
は
、
い
ず
れ
も
最
初
の
も
の
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だ
け
殘
し
て
他
を
削
除
し
、
更
に
兩
者
と
も
、
そ
の
末
尾
に
「
一
相
は
無
相
で
實
相
だ
」
と
す
る
傍
線
部
の
一
節
を
附
け
加
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
あ
り
得
な
い
。
兩
者
が
と
も
に
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
が
か
つ
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
一
類
の
第
二
章
「
開
智
慧
門
」
の
、

「
妙
法
蓮
華
經
。
是
沒
是
妙
法
。
心
是
妙
法
。
蓮
華
是
色
。
心
如
是
智
。
色
如
是
慧
。
是
智
慧
經
。
大
方
廣
佛
華
嚴
經
。
大
方
廣

是
心
。
華
嚴
是
色
。
心
如
是
智
。
色
如
是
慧
。
是
智
慧
經
。
金
剛
經
。
金
是
心
。
剛
是
色
。
心
如
是
智
。
色
如
是
慧
。
是
智
慧
經（

（（
（

。」

と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
對
應
す
る
第
二
類
、
第
四
類
の
文
章
は
、

「
問
。
是
沒
是
妙
法
蓮
華
經
。
答
。
心
不
動
是
是
妙
法
。
身
不
動
是
蓮
華
。
身
心
不
動

4

4

4

4

入
入
無
量
義
處
三
昧
。
是
名
妙
法
蓮
華
經
。

問
。
是
沒
是
金
剛
般
若
経
。
答
。
般
若
是
西
國
梵
語
。
此
地
往
翻
名
爲
智
惠
。
心
不
動
是
金
。
身
不
動
是
剛
。
身
心
如
如
不
動

4

4

4

4

4

4

。

是
名
金
剛
般
若
經
。
問
。
是
沒
是
佛
方
廣
華
嚴
經
。
答
。
心
不
動
是
方
廣
。
身
不
動
是
華
嚴
。
身
心
寂
滅
不
動

4

4

4

4

4

4

。
是
名
佛
方
廣
華

嚴
經（

（（
（

。」（
第
二
類
（

「
通
妙
法
蓮
［
華
］
經
題
目
。
心
不
動
。
妙
法
。
是
智
。
色
不
動
。
蓮
花
。
是
惠
。
色
心
倶
不
動

4

4

4

4

4

。
經
。
是
常
。
常
依
智
慧
脩
行
。

通
金
剛
經
題
目
。
釋 

心
不
動
。
金
［
剛
］。
是
定
。
色
不
動
。
般
若
。
是
惠
。
色
心
倶
不
動

4

4

4

4

4

。
經
。
是
常
。
常
依
定
惠
脩
行
。
法

華
經
長
行
云
。
入
於
無
量
義
處
三
昧
。
身
心
不
動

4

4

4

4

。
天
雨
花
等
。
釋 

有
心
則
有
量
。
無
心
則
無
量
。
心
不
動

4

4

4

。
三
昧
。
是
定
。
色4

不
動
4

4

。
無
量
義
處
。
是
惠
。
色
心
倶
不
動

4

4

4

4

4

。
天
雨
花
。
散
花
是
色
。
一
切
色
惣
是
花
。
不
起
一
切
心
上
皆
佛
果
。
所
以
品
品
方
便
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道
。
心
心
入
佛
果
。
…
…
通
大
方
廣
佛
花
嚴
經
。
心
不
動
。
大
方
廣
佛
。
是
智
。
色
不
動
。
花
嚴
。
是
惠
。
倶
不
動

4

4

4

。
經
。
是
常
。

常
依
智
惠
修
行（

（（
（

。」（
第
四
類
（

と
な
っ
て
お
り
、
第
一
類
が
單
に
「
心
」「
色
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
第
二
類
は
「
心
不
動
」「
身
不
動
」、
第
四
類
は
「
心
不
動
」「
色

不
動
」
と
改
め
て
い
る
（
傍
線
部
を
參
照
（。「
身
」
と
「
色
」
に
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
同
じ
く
「
不
動
」
と
す
る
の
は
、
明
ら

か
に
兩
者
の
密
接
な
關
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
し
、
兩
者
が
と
も
に
「
入
無
量
義
處
三
昧
」
に
言
及
す
る
の
も
同
樣
で
あ
る
。
こ
の
點

か
ら
見
て
も
、
兩
者
が
共
通
に
基
づ
い
た
異
本
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
（
こ
の
異
本
を
假
に
Ｘ
本
と
呼
ぶ

こ
と
と
す
る
（。

　

と
こ
ろ
で
、
上
の
第
二
章
「
開
智
慧
門
」
の
箇
所
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
類
や
第
四
類
で
は
、
傍
線
部
以
外
で
も
、
傍
點
部
に

見
る
よ
う
に
、「
不
動
」
が
極
め
て
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
二
章
の
標
題
は
、
第
一
類
が
單
に
「
開

智
慧
門
」
と
い
う
の
に
對
し
て
、
第
二
類
や
第
三
類
は
「
開
智
慧
門
。
亦
［
名
］
不
動
門
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
「
不
動
」
の
強
調
が
、

こ
の
章
名
の
改
變
と
呼
應
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｘ
本
の
段
階
で
、
既
に
第
二
章
は
、「
開
智
慧
門
。
亦

名
不
動
門
」
に
既
に
改
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

同
樣
の
こ
と
は
、
第
一
章
や
第
五
章
の
標
題
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
先
ず
第
一
章
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
類
は
、
第
一
章
の
標

題
を
「
總
彰
佛
體
」
と
し
て
い
た
が
、
第
二
類
や
第
三
類
で
は
、
こ
れ
を
「
總
彰
佛
體
。
亦
名
離
念
門
」
に
改
め
て
い
る
。
實
際
の
と

こ
ろ
、
第
一
章
で
第
二
類
の
み
に
見
ら
れ
る
文
章
に
は
、

「
身
心
離
念
。
返
照
熟
看
清
淨
法
身
。
得
入
佛
道
。
身
心
離
念
。
着
力
硬
看
清
淨
本
覺
。
得
入
佛
道
。
身
心
離
念
。
加
功
照
德
。
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清
淨
躰
眞
得
入
佛
道
。
身
心
離
念
。
虚
空
功
德
。
清
淨
微
塵
。
等
目
端
正（

（（
（

。」

「
虚
空
不
生
不
滅
。
離
念
亦
不
生
不
滅
。
虚
空
無
相
無
爲
。
離
念
亦
無
相
無
爲
。
虚
空
不
増
不
減
。
離
念
亦
不
増
不
減
。
虚
空
無
心
。

離
念
亦
無
心
。
無
心
故
。
等
無
所
不
遍
。
有
念
即
不
遍
。
離
念
則
遍（

（（
（

。」

な
ど
が
あ
り
、「
離
念
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
第
四
類
の
第
一
章
に
お
い
て
も
、

「
若
離
心
。
貪
不
起
。
離
色
。
嗔
不
生
。
色
心
倶
離
。
愚
癡
不
現
。
又
離
心
出
欲
界
。
離
色
出
色
界
。
倶
離
出
無
色
界（

（（
（

。」

「
通
五
法
義
。
離
心
名
不
起
。
離
色
相
不
起
。
倶
離
即
無
妄
想
。
離
心
即
正
智
。
離
色
即
如
如
。
倶
離
即
正
智
如
如（

（（
（

。」

等
々
の
よ
う
に
、「
離
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
點
か
ら
見
て
も
、
兩
者
が
共
に
基
づ
い
た
Ｘ
本
の

第
一
章
が
既
に
「
總
彰
佛
體
。
亦
名
離
念
門
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
ず
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
第
五
章
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
類
が
そ
の
標
題
を
「
自
然
無
礙
解
脱
道
」
と
し
て
い
た
の
を
、
第
二
類
や
第
三
類
は
、
こ

れ
を
「
了
無
異
門
」
に
改
め
て
い
る
。
第
四
類
や
第
五
類
は
、
第
五
章
の
文
章
を
纔
か
し
か
傳
え
な
い
が
、
そ
の
中
に
、

「
於
眼
入 

遠
塵
。
於
色
起 

離
垢
。
示
現
法
不
思
議
。
諸
天
世
人
莫
能
知 

了
無
。
於
色
法
入 

離
垢
。
於
眼
起 

遠
塵
。
觀
眼
無
生
無
自
性
。
説

空
寂
無
所
有 

了
無
爲
。
又
於
眼
根
中
入
正
受 

根
不
礙
塵
。
於
色
法
中
三
昧
起 

塵
不
礙
根
。
已
上
了
無
異
。（

（（
（

」（
第
四
類
（
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と
あ
り
、
同
じ
く
第
四
類
の
第
三
章
に
は
、

「
而
四
大
天
王
及
忉
利
諸
天
。
不
見
不
知
己
之
所
入
。
何
爲
不
知
。
謂
。
有
異
故（

（（
（

。」

と
い
う
一
節
が
あ
っ
て
、
第
四
類
や
そ
れ
が
基
づ
い
た
Ｘ
本
が
「
無
異
」
と
い
う
概
念
を
極
め
て
重
ん
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

從
っ
て
、
各
章
の
標
題
は
、
第
一
類
が
、
第
一
章
「
總
彰
佛
體
」、
第
二
章
「
開
智
慧
門
」、
第
三
章
「
顯
示
不
思
議
法
」、
第
四
章
「
明

諸
法
正
性
」、
第
五
章
「
自
然
無
礙
解
脱
道
」
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
Ｘ
本
に
お
い
て
既
に
第
一
章
「
總
彰
佛
體
。
亦
名
離
念
門
」、

第
二
章
「
開
智
慧
門
。
亦
名
不
動
門
」、
第
三
章
「
顯
不
思
議
門
」、
第
四
章
「
明
諸
法
正
性
門
」、
第
五
章
「
了
無
異
門
」
と
改
め
ら

れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
各
章
が
「
門
」
と
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
類
で
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
第
二
章
の
標

題
、「
開
智
慧
門
」
を
全
體
に
擴
張
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、「
開
智
慧
門
」
は
、
本
來
、「
智
慧
の
門
を
開
く
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
Ｘ
本
で
は
、「
智
慧
を
開
く
門
」
と
讀
ま
れ
る
と
と
も
に
「
動
か
ざ
る
門
（
不
動
門
（」
と
い
う
別
名
が
付
加
さ
れ
、

他
の
各
章
に
つ
い
て
も
「
念
を
離
れ
る
門
（
離
念
門
（」「
不
思
議
を
顯
す
門
（
顯
不
思
議
門
（」「
諸
法
の
正
性
を
明
ら
か
に
す
る
門
（
明

諸
法
正
性
門
（」「
無
異
を
了
す
る
門
（
了
無
異
門
（」
と
い
う
名
が
與
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
第
一
類
の
『
大
乘
無
生
方
便
門
』
で
は
、
そ
の
標
題
は
、
こ
の
文
獻
の
全
體
が
「
方
便
の
門
」
だ
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
Ｘ
本
以
降
は
、
各
章
そ
れ
ぞ
れ
が
獨
立
し
た
「
方
便
の
門
」
だ
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
實
際
の
と

こ
ろ
、
第
四
類
に
は
、
第
一
章
を
「
第
一
の
方
便
」
と
呼
ぶ
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
え
る
。
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「
已
上
是
第
一
方
便
正
義
。
傍
通
三
竟
。
名
總
彰
佛
體
。
皆
以
離
心
離
色
通
一
切
法
。
故
名
總
彰（

（（
（

。」

　

つ
ま
り
、
Ｘ
本
以
降
の
諸
本
で
は
、
章
を
追
っ
て
五
つ
の
「
方
便
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
見

て
、
Ｘ
本
の
名
稱
が
、
既
に
第
三
類
の
ご
と
く
『
大
乘
五
方
便
』
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
略
ぼ
確
實
で
あ
る
（
第
三
類
の
名
稱
は
「
大

乘
五
方
便
北
宗
」
で
あ
る
が
、「
北
宗
」
の
二
字
は
や
や
小
さ
く
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
北
宗
が
自
ら
「
北
宗
」
と
名
乘
る
は
ず
も

な
い
か
ら
、
後
世
の
附
加
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
（。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
Ｘ
本
が
編
輯
さ
れ
た
と
き
、
全
體
の
標
題
や
各
章
の
名
稱
が
改
め
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
各
章
に
改
變
が
施
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
際
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
引
用
經
論
の
整
理
が
あ
る
の
で
、
次
に
こ
れ
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

次
頁
以
下
の
一
覽
表
は
、
第
一
類
、
第
二
類
、
第
四
類
に
つ
い
て
引
用
經
論
を
列
擧
し
た
も
の
で
あ
る
。「
大
乘
五
方
便
」
は
、
第

一
章
以
下
に
お
い
て
、
種
種
の
經
論
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
れ
を
い
わ
ゆ
る
「
心
觀
釋
」
の
手
法
で
解
説
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の

一
覽
表
を
見
る
と
、
そ
れ
に
用
い
ら
れ
る
經
論
は
、
比
較
的
數
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
我
々
は
、
こ
れ
ら
を
北
宗
禪
が

尊
ん
だ
經
論
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
第
二
類
や
第
四
類
の
雙
方
が
Ｘ
本
に
基
づ
く
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
に
Ｘ
本
に
對
し
て
削
除
や
附
加
を
行
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
先
ず
、
Ｘ
本
で
扱
わ
れ
て
い
た
經
論
を
特
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
關
し
て
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
判
斷
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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章

經
論
名

No.

第
一
類

鈴
木
大
拙

『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』

第
二
類

宇
井
伯
壽

『
禪
宗
史
研
究
』

第
四
類

伊
吹
敦

「｢

大
乘
五
方
便｣

の
諸
本
に
つ
い
て
」

出
典

（
大
正
藏
）

序
章

金
剛
般
若
波

羅
蜜
經

１
金
剛
經
云
。
凡
所
有
相
皆
是
虚

妄
。（
一
六
八
頁
（

金
剛
云
。
凡
所
有
相
。
皆
是
虚

妄
。（
九
七
頁
上
（

（

−

（（（
上

第
一
章

成
唯
識
論

２

如
唯
識
云
。
此
是
無
漏
界
。

（
九
七
頁
下
（

（1

−

（（
上

３

界
是
藏
義
。
此
中
含
容
無
邊
廣

大
功
德
。（
九
七
頁
下
（

（1

−

（（
上

大
乘
起
信
論
４

所
言
覺
義
者
。
爲
心
體
離
念
。

離
念
相
等
虚
空
界
。
無
所
不
遍
。

法
界
一
相
。
即
是
如
來
平
等
法

身
。
於
此
法
身
。
説
名
本
覺
。

（
一
七
〇–

一
七
一
頁
（

所
謂
覺
者
。
爲
身
心
離
念
。
離

念
相
。
等
虚
空
界
。
無
所
不
遍
。

法
界
一
相
。
即
是
如
來
平
等
法

身
。
依
此
法
身
。
説
名
本
覺
。

（
四
六
九-

四
七
〇
頁
（

所
言
覺
義
者
。
謂
心
體
離
念
。

離
念
相
者
。
等
虚
空
界
。
無
所

不
遍
。
法
界
一
相
。
即
是
如
來

平
等
法
身
。
説
名
本
覺
。（
九
七

頁
下-

九
八
頁
上
（

（（

−

（（（
中

５
覺
心
初
起
。
心
無
初
相
。
遠
離

微
細
念
。
了
見
心
性
。
性
常
住
。

名
究
竟
覺
。（
一
七
一
頁
（

覺
心
初
起
。
心
無
初
相
。
遠
離

微
細
念
。
了
見
心
性
。
性
常
住

名
究
竟
覺
。（
四
七
〇
頁
（

（（

−

（（（
中

第
二
章
金
剛
般
若
波

羅
蜜
經

６
金
剛
經
（
一
八
一
頁
（

金
剛
般
若
經
（
四
七
六
頁
（

通
金
剛
經
題
目
（
九
九
頁
下
（

（

−

（（（
下

７
佛
説
般
若
波
羅
蜜
。
即
非
般
若

波
羅
蜜
。
是
名
般
若
波
羅
蜜
。

（
一
八
五
頁
（

佛
説
般
若
波
羅
蜜
。
即
非
世
人

執
相
般
若
波
羅
蜜
。
是
名
無
相

般
若
波
羅
蜜
。（
一
〇
〇
頁
下
（

（

−

（（0
上

８

佛
説
檀
波
羅
蜜
。
即
非
世
人
執

相
檀
波
羅
蜜
。
是
名
無
相
檀
波

羅
蜜
。尸
波
羅
蜜
。忍
。進
。禪
。

及
世
界
。（
一
〇
〇
頁
下
（

（

−

（（0
中
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第
二
章

金
剛
般
若
波

羅
蜜
經

９
佛
説
微
塵
衆
。
即
非
微
塵
衆
。

是
名
微
塵
衆
。（
一
八
五
頁
（

（

−

（（（
中

妙
法
蓮
華
經

10
妙
法
蓮
華
經
（
一
八
一
頁
（

妙
法
蓮
華
經
（
四
七
六
頁
（

通
妙
法
蓮
經
題
目
（
九
九
頁
下
（
（

−

1
下

11
法
華
經
（
一
八
一
頁
（

（

−

1
下

1（
諸
菩
薩
説
大
乘
經
。
名
無
量
義

教
菩
薩
法
。
佛
所
護
念
。
佛
説

此
經
已
。
結
跏
趺
。
入
於
無
量

義
處
三
昧
。
表
身
心
不
動
。

（
一
八
一-

一
八
二
頁
（

爾
時
。
世
尊
爲
諸
菩
薩
説
大
乘

經
。
教
菩
薩
法
。
佛
所
護
念
。

説
此
經
已
。
結
跏
趺
坐
。
入
於

無
量
義
處
三
昧
。
身
心
不
動
。

（
四
七
七
頁
（

法
華
經
長
行
云
。
入
於
無
量
義

處
三
昧
。
身
心
不
動
。
天
雨
花
。

（
九
九
頁
下
（

（

−

（
中

1（

通
法
華
偈
誦
。
照
明
佛
法
。
開

悟
衆
生
。（
九
九
頁
下
（

（

−

（
下

1（

獨
處
閑
靜
。
樂
誦
經
典
。
深
修

禪
定
。
得
五
神
通
。
安
禪
合
掌
。

以
千
萬
偈
。
讃
諸
法
王
。
智
深

志
固
。
能
問
諸
佛
。
聞
悉
受
持
。

破
魔
兵
衆
。
而
撃
法
鼓
。（
九
九

頁
下

−

一
〇
〇
頁
上
（

（

−

（
上

1（

説
寂
滅
法
。
種
種
教
詔
。
觀
諸

法
性
。
無
有
二
相
。
猶
如
虚
空
。

（
一
〇
〇
頁
上
（

（

−

（
中

1（
爾
時
。
世
尊
從
三
昧
安
詳
而
起
。

告
舍
利
弗
。
諸
佛
智
慧
甚
深
無

量
。
其
智
慧
門
難
解
難
入
。
一

切
聲
聞
辟
支
佛
所
不
能
知
。

（
一
八
二
頁
（

爾
時
。
世
尊
從
三
昧
安
祥
而
起
。

告
舍
利
弗
。
諸
佛
智
惠
甚
深
無

量
。
其
智
惠
門
難
解
難
入
。
一

切
聲
聞
辟
支
佛
所
不
能
知
。

（
四
七
七
頁
（

法
花
長
行
云
。
爾
時
。
世
尊
從

三
昧
安
詳
而
起
。
諸
佛
智
惠
甚

深
無
量
。
其
智
惠
門
難
解
難
入
。

（
一
〇
〇
頁
上
（

（

−

（
中
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章

經
論
名

No.

第
一
類

（
鈴
木
）

第
二
類

（
宇
井
）

第
四
類

（
伊
吹
）

出
典

（
大
正
藏
）

第
二
章
妙
法
蓮
華
經

1（
不
能
測
佛
智
。
盡
思
共
度
量
。

（
一
八
二
頁
（

不
能
側（

測
（佛

智
（
四
七
七
頁
（

通
法
花
偈
誦
。
假
使
滿
世
間
。

皆
如
舍
利
弗
。
盡
思
共
度
量
。

不
能
測
佛
智
。（
一
〇
〇
頁
下
（

（

−

（
上

1（
亦
復
不
能
知
。
又
告
舍
利
弗
。

無
漏
不
思
議
。
甚
深
微
妙
法
。

我
今
已
具
得
。
唯
我
知
是
相
。

十
方
佛
亦
然
。（
一
八
二
頁
（

無
漏
不
思
議
。
甚
深
微
妙
法
。

我
今
已
具
得
。
唯
我
知
是
相
。

十
方
佛
亦
然
。（
四
七
八
頁
（

無
漏
不
思
議
。
甚
深
微
妙
法
。

我
今
已
具
得
。
唯
我
知
是
相
。

十
方
佛
亦
然
。（
一
〇
〇
頁
下
（

（

−

（
上

1（
止
止
。
不
須
説
。
我
法
妙
難
思
。

諸
増
上
慢
者
。
聞
必
不
敬
信
。

（
一
八
二
頁
（

止
止
。
不
須
説
。
我
法
妙
難
思
。

諸
増
上
慢
者
。
聞
必
不
敬
信
。

（
一
〇
〇
頁
下
（

（

−

（
下

（0

増
上
慢
比
丘
。
將
墜
於
大
坑
。

（
四
七
八
頁
（

（

−

（
下

（1

未
得
爲
得
。
未
證
爲
證
。
有
如

此
失
。（
四
七
八
頁
（

（

−

（
上

（（
諸
佛
世
尊
。
爲
一
大
事
因
縁
。

出
現
於
世
。
諸
佛
世
尊
。
來
爲

衆
生
開
佛
知
見
。
示
佛
知
見
。

悟
佛
知
見
。
入
佛
知
見
。

（
一
八
四-

一
八
五
頁
（

諸
佛
世
尊
。
爲
一
大
事
因
縁
故
。

出
現
於
世
。
諸
佛
世
尊
。
來
視

衆
生
開
佛
知
見
。
示
佛
知
見
。

悟
佛
知
見
。
入
佛
知
見
。

（
四
七
八-
四
七
九
頁
（

一
大
事
因
縁
故
。
出
現
於
世
。

開
示
悟
入
。（
一
〇
〇
頁
下
（

（

−

（
上

（（
如
其
所
得
法
。
定
慧
力
莊
嚴
。

以
此
度
衆
生
。
自
證
無
上
道
。

（
一
七
四
頁
（

（

−

（
上
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第
二
章

妙
法
蓮
華
經

（（
開
方
便
門
。
示
眞
實
相
。

（
一
八
一
頁
（

開
方
便
門
。
示
眞
實
路
。

（
四
七
六
頁
（

（

−

（1
下

（（

法
華
三
昧
（
四
七
九
頁
（

（

−

（（
上

大
方
廣
佛
華

嚴
經

（（
大
方
廣
佛
華
嚴
經
（
一
八
一
頁
（
佛
方
廣
華
嚴
經
（
四
七
六
頁
（

通
大
方
廣
佛
花
嚴
經
（
一
〇
〇

頁
上
（

（

−

（（（
上

大
般
涅
槃
經
（（
涅
槃
經
云
。
不
聞
聞
。
不
聞
不

聞
。
聞
聞
。（
一
七
五
頁
（

1（

−

（（0
上

佛
垂
般
涅
槃

略
説
教
誡
經
（（
遺
教
經
云
。
一
切
世
間
動
不
動

法
。
皆
成
敗
壞
不
安
之
相
。

（
一
七
九
頁
（

1（

−

111（
中

維
摩
詰
所
説

經

（（
經
云
。
菩
提
不
可
以
心
身
得
。

寂
滅
是
菩
提
。
滅
諸
相
故
。

（
一
七
七
頁
（

菩
提
不
可
以
身
得
。
菩
提
不
可

以
心
得
。
寂
滅
是
菩
提
。
滅
諸

相
故
。
不
觀
是
菩
提
。
離
諸
縁

故
。（
九
九
頁
上
（

1（

−

（（（
中

（0
障
是
菩
提
。
障
諸
願
故
。

（
一
七
七
頁
（

1（

−

（（（
中

（1
不
會
是
菩
提
。
諸
入
不
會
故
。

（
一
七
七
頁
（

1（

−

（（（
下

（（

直
心
是
道
場
。
無
虚
假
故
。

（
九
九
頁
上
（

1（

−

（（（
下

（（

擧
足
下
足
。（
九
九
頁
上
（

1（

−

（（（
上

（（

通
維
摩
經
文
殊
問
疾
品
第
五
。

…
…
貪
着
禪
味
。
是
菩
薩
縛
。

以
方
便
生
。
是
菩
薩
解
。（
九
九

頁
下
（

1（

−

（（（
中
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章

經
論
名

No.

第
一
類

（
鈴
木
）

第
二
類

（
宇
井
）

第
四
類

（
伊
吹
）

出
典

（
大
正
藏
）

第
二
章

維
摩
詰
所
説

經

（（
維
摩
經
云
。
無
方
便
慧
縛
。
有

方
便
慧
解
。
無
慧
方
便
縛
。
有

慧
方
便
解
。（
一
七
八
頁
（

無
方
便
惠
縛
。
有
方
便
惠
解
。

無
惠
方
便
縛
。
有
惠
方
便
解
。

（
四
七
四
頁
（

無
方
便
惠
縛
。
有
方
便
惠
解
。

無
惠
方
便
縛
。
有
惠
方
便
解
。

（
九
九
頁
下
（

1（

−

（（（
中

（（
菩
薩
以
愛
見
心
。
莊
嚴
佛
土
。

成
就
衆
生
。
於
空
無
相
無
作
法

中
。
而
自
調
伏
。
是
名
無
方
便

慧
縛
。（
一
七
九
頁
（

爲
諸
菩
薩
以
愛
見
心
。
莊
嚴
佛

土
。
成
就
衆
生
。
於
空
無
相
無

作
法
中
。
而
自
調
伏
。（
四
七
五

頁
（

1（

−

（（（
中

（（
菩
薩
不
以
愛
見
心
。
莊
嚴
佛
土
。

於
空
無
相
無
作
法
中
。
而
自
調

伏
。
是
名
有
方
便
慧
解
。

（
一
七
九
頁
（

爲
不
以
愛
見
心
。
莊
嚴
佛
土
。

成
就
衆
生
。
於
空
無
相
無
作
法

中
。
以
自
調
伏
。
而
不
疲
倦
。

（
四
七
五
頁
（

1（

−

（（（
中

（（
無
方
便
慧
縛
。
謂
菩
薩
住
諸
貪

欲
嗔
恚
邪
見
等
諸
煩
惱
。
而
殖

衆
德
本
。（
一
八
〇
頁
（

無
惠
方
便
縛
。
菩
薩
住
貪
欲
嗔

恚
邪
見
諸
煩
惱
。
而
殖
衆
德
本
。

（
四
七
五
頁
（

1（

−

（（（
中

（（
有
方
便
慧
解
。
謂
菩
薩
離
諸
貪

欲
嗔
恚
邪
見
等
諸
煩
惱
。
而
殖

衆
德
本
。
廻
向
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
。（
一
八
〇
頁
（

有
惠
方
便
解
。
菩
薩
爲
離
諸
貪

欲
嗔
恚
邪
見
諸
煩
惱
。
而
殖
衆

德
本
。
廻
向
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
。（
四
七
五
頁
（

1（

−

（（（
中

（0
又
復
觀
身
。
身
不
離
病
。
是
病

是
身
。非
新
非
故
。（
一
八
〇
頁
（

1（

−

（（（
中

未
詳

（1
處
世
界
如
虚
空
。
如
蓮
華
…
…

超
於
彼
。
稽
［
首
］
禮
無
上
尊
。

（
一
八
〇
頁
（

處
世
界
如
虚
空
。
若
蓮
花
不
着

水
。
心
清
淨
超
於
彼
。
稽
首
禮

無
上
尊
。（
四
七
六
頁
（

處
世
界
如
虚
空
。
若
蓮
花
不
着

水
。
心
清
淨
超
於
彼
。
稽
首
禮

無
上
尊
。（
九
九
頁
上-

下
（

未
詳
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第
二
章
未
詳

（（
佛
説
燈
即
非
燈
。
是
名
燈
。

（
一
八
五
頁
（

未
詳

第
三
章
維
摩
詰
所
説

經

（（

不
思
議
品
第
六
。
爾
時
。
舍
利

弗
。
見
此
室
中
無
有
床
坐
。
思

諸
菩
薩
大
弟
子
。
當
於
何
坐
。

維
摩
詰
。
舍
利
弗
。
云
何
。
仁

者
爲
法
來
耶
。
求
床
坐
耶
。
我

爲
法
來
。
非
爲
床
坐
。
維
摩
詰
。

舍
利
弗
。
夫
求
法
者
。
不
貪
軀

命
。
不
見
有
軀
命
。
不
見
有
受

想
行
識
。
不
見
有
欲
色
無
色
。

不
見
有
佛
法
僧
。
不
見
有
苦
集

滅
道
。
不
見
有
染
不
染
。
不
見

有
取
捨
。
不
見
有
住
着
。
不
見

有
見
聞
覺
知
。
説
是
法
時
。

五
百
天
子
於
諸
法
中
。
六
根
一

時
清
淨
。
爾
時
。
維
摩
詰
語
文

殊
師
利
。
仁
者
遊
於
無
量
阿
僧

祇
三
昧
。
何
等
佛
土
有
好
上
妙
。

成
就
師
子
之
座
。
文
殊
師
利
言
。

居
士
。
度
三
十
六
恆
河
沙
。
有

世
界
名
須
彌
相
。
其
佛
號
須
彌

燈
王
。
今
見
在
彼
佛
身
。
長
八

萬
四
千
由
旬
。
師
子
座
。
八
萬

四
千
由
旬
。
嚴
飾
第
一
。
長
者

維
摩
詰
。
現
神
通
力
。
令
三
萬

二
千
師
子
之
座
。
高
廣
嚴
淨
。

（
闕
（

1（

−

（（（
上
中
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章

經
論
名

No.

第
一
類

（
鈴
木
）

第
二
類

（
宇
井
）

第
四
類

（
伊
吹
）

出
典

（
大
正
藏
）

第
三
章
維
摩
詰
所
説

經

（（

來
入
維
摩
詰
室
。
諸
菩
薩
大
弟

子
釋
梵
四
天
王
等
。
昔
所
未
見
。

其
室
廣
博
。
悉
皆
苞
容
三
萬

二
千
師
子
之
座
。
無
所
妨
碍
。

於
毘
耶
離
。
及
閻
浮
提
四
天
下
。

亦
不
迫
迮
。
爾
時
。
維
摩
詰
語

文
殊
師
利
。
就
師
子
座
。
與
諸

菩
薩
上
人
倶
座
。
爾
時
。
維
摩

詰
。
唯
。
舍
利
弗
。
就
師
子
座
。

舍
利
弗
言
。
居
士
。
此
座
高
廣
。

吾
不
能
昇
。
維
摩
詰
。
唯
。
舍

利
弗
。
爲
須
彌
燈
王
如
來
作
禮
。

乃
可
得
座
。
於
是
新
發
意
菩
薩

及
大
弟
子
。
即
爲
須
彌
燈
王
如

來
作
禮
。
便
得
坐
師
子
座
。

（
四
八
〇-

四
八
一
頁
（

（（
維
摩
詰
言
。
唯
。
舍
利
弗
聞
。

諸
佛
菩
薩
有
解
脱
名
不
可
思

議
。
若
菩
薩
住
是
解
脱
者
。
已

須
彌
之
高
廣
。
納
於
芥
子
中
。

無
所
増
減
。
須
彌
山
王
本
相
如

故
。
而
四
天
王
忉
利
諸
天
。
不

覺
不
知
己
之
所
入
。
於
此
衆
生
。

亦
無
所
嬈
。
是
名
不
可
思
議
解

脱
法
門
。
又
以
四
大
海
水
。
入

於
毛
孔
。
不
嬈
魚
鼈
黿
蛇
水
性

爾
時
維
摩
詰
。
唯
。
舍
利
弗
。

諸
佛
菩
薩
有
解
脱
名
住
不
可
思

議
解
脱
。
菩
薩
以
須
彌
之
高
廣
。

内
芥
子
中
。
無
所
増
減
。
須
彌

山
王
如
故
。
而
四
天
王
忉
利
諸

天
。
不
覺
不
知
己
之
所
入
。
唯

應
度
者
。
乃
見
須
彌
入
芥
子
中
。

菩
薩
又
以
四
大
海
水
。
入
一
毛

孔
。
不
嬈
魚
鼈
黿
水
性
之
屬
。

而
彼
大
海
本
相
如
故
。
阿
脩
羅

諸
佛
菩
薩
有
解
脱
名
不
可
思

議
。
若
菩
薩
住
是
解
脱
者
。
以

須
彌
之
高
廣
。
内
芥
子
中
。
無

所
増
減
。
本
相
如
故
。
而
諸
天
。

不
覺
不
知
己
之
所
入
。
唯
應
度

者
。
乃
見
須
彌
入
芥
子
中
。

（
一
〇
一
頁
上
（

（
以
下
、
闕
（

1（

−

（（（
中
下
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第
三
章
維
摩
詰
所
説

經

（（
之
屬
。
而
彼
大
海
本
相
如
故
。

諸
龍
鬼
神
阿
修
羅
等
。
不
覺
不

知
己
之
所
入
。
於
此
衆
生
亦
無

所
嬈
。
又
舍
利
弗
。
住
不
可
思

議
解
脱
菩
薩
。
斷
取
三
千
大
千

世
界
。
如
陶
家
輪
著
右
掌
中
。

擲
過
恆
河
沙
世
界
之
外
。
其
中

衆
生
不
覺
不
知
己
之
所
往
。
又

復
還
置
本
處
。
都
不
使
人
有
往

來
相
。
而
此
世
界
本
相
如
故
。

又
舍
利
弗
。
或
有
衆
生
樂
久
住

世
。
而
可
度
者
。
菩
薩
即
演
七

日
以
爲
一
劫
。
令
彼
衆
生
爲
之

一
劫
。
或
有
衆
生
不
樂
久
住
。

而
可
度
者
。
菩
薩
即
促
一
劫
以

爲
七
日
。
令
彼
衆
生
爲
之
七
日
。

（
一
八
五-

一
八
九
頁
（

等
不
覺
不
知
己
之
所
入
。
於
此

衆
生
。
亦
無
所
嬈
。
又
舍
利
弗
。

斷
取
三
千
大
千
世
界
。
如
陶
家

輪
着
右
掌
中
。
擲
過
恆
河
沙
世

界
之
外
。
其
中
衆
生
不
覺
不
知

己
之
所
往
。
又
復
還
置
本
處
。

都
不
使
人
有
往
來
相
。
而
此
世

界
本
相
如
故
。
又
舍
利
弗
。
或

有
衆
生
樂
久
住
世
而
可
度
者
。

菩
薩
即
演
七
日
。
以
爲
一
劫
。

令
彼
衆
生
爲
之
一
劫
。
或
有
衆

生
不
樂
久
住
世
而
可
度
者
。
菩

薩
即
促
一
劫
以
爲
七
日
。
令
彼

衆
生
爲
之
七
日
。（
四
八
一-

四
八
三
頁
（

第
四
章

維
摩
詰
所
説

經

（（
（
闕
（

維
摩
詰
言
。
善
來
。
文
殊
師
利
。

不
來
相
而
來
。
不
見
相
而
見
。

文
殊
師
利
言
。
居
士
。
若
來
已

更
不
來
。
若
去
已
更
不
去
。
來

者
去
無
所
從
來
。
去
者
去
無
所

至
。
可
見
者
更
不
可
見
。

（
四
八
五-
四
八
七
頁
（

（
闕
（

1（

−

（（（
中

思
益
梵
天
所

問
經

（（
思
益
經
。
梵
天
菩
薩
問
望
明
言
。

云
何
是
諸
法
正
性
。
望
明
言
。

…
…
法
正
性
。（
一
八
九
頁
（

思
益
經
云
。
思
益
梵
天
告
網
明

菩
薩
言
。
云
何
是
諸
法
正
性
。

網
明
言
。
離
自
性
。
離
欲
際
。

是
諸
法
正
性
。（
四
八
五
頁
（

（
闕
（

1（

−

（（
中
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章

經
論
名

No.

第
一
類

（
鈴
木
）

第
二
類

（
宇
井
）

第
四
類

（
伊
吹
）

出
典

（
大
正
藏
）

第
四
章
未
詳

（（
達
摩
和
上
解
…
…
諸
法
正
性
。

如
水
大
流
盡
。
波
浪
即
不

…
…
。（
一
八
九
頁
（

（
以
下
、
闕
（

達
摩
解
云
。
心
不
起
是
離
自
性
。

識
不
生
是
離
欲
際
。
心
識
倶
不

起
是
諸
法
正
性
。
如
水
大
流
盡
。

波
浪
即
不
起
。
如
是
意
識
滅
。

種
種
識
不
生
。

（
闕
（

未
詳

第
五
章
大
方
廣
佛
華

嚴
經

（（
（
闕
（

一
切
無
礙
人
。
一
道
出
生
死
。

（
四
八
九
頁
（

（
闕
（

（

−

（（（
中

（（
（
闕
（

於
眼
根
中
入
正
受
。
於
色
塵
中

三
昧
起
。
示
現
色
法
不
思
議
。

諸
天
世
人
莫
能
知
。
於
色
塵
中

入
正
受
。
於
眼
中
三
昧
起
。
知

眼
無
生
無
自
性
。
了
空
寂
滅
無

所
有
。（
四
九
二-

四
九
三
頁
（

於
眼
根
中
入
正
受
。
於
色
法
中

三
昧
起
。
示
現
法
不
思
議
。
諸

天
世
人
莫
能
知
。
於
色
法
入
。

於
眼
起
。
觀
眼
無
生
無
自
性
。

説
空
寂
滅
無
所
有
。（
一
〇
一

頁
上
（

（
第
五
類
に
よ
る
補
闕
（

（

−

（（（
下

（0
（
闕
（

非
長
亦
非
短
。
解
脱
人
所
行
。

（
四
八
九
頁
（

（
闕
（

（

−

（（（
下

１
．
第
一
類
と
第
二
類
、
あ
る
い
は
第
一
類
と
第
四
類
に
共
通
す
る
引
用
は
、
Ｘ
本
が
第
一
類
か
ら
そ
の
ま
ま
引
き
繼
い
だ
も
の

と
認
め
う
る
。

２
．
第
二
類
と
第
四
類
に
共
通
し
、
第
一
類
に
見
ら
れ
な
い
引
用
は
、
Ｘ
本
が
新
た
に
導
入
し
た
も
の
と
認
め
う
る
。

３
．
第
一
類
に
あ
り
な
が
ら
、
第
二
類
に
も
第
四
類
に
も
見
ら
れ
な
い
引
用
は
、
Ｘ
本
に
お
い
て
既
に
削
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
基
準
に
照
ら
し
、
更
に
心
觀
釋
の
内
容
を
考
慮
し
つ
つ
、
上
の
一
覽
表
の
引
用
を
檢
討
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。

第
一
章
：
Ｘ
本
は
、
略
ぼ
そ
の
ま
ま
第
一
類
を
繼
承
し
、『
大
乘
起
信
論
』
の
心
觀
釋
に
終
始
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
：
Ｘ
本
は
、『
法
華
經
』
の
引
用
は
略
ぼ
そ
の
ま
ま
繼
承
し
た
も
の
の
、
第
一
類
に
お
い
て
經
典
名
を
明
示
し
て
引
用
さ

れ
て
い
た
『
涅
槃
經
』
と
『
遺
教
經
』
の
經
文
（
№
（（
、
（（
（
は
全
て
削
ら
れ
た
可
能
性
が
強
く
、『
金
剛
經
』
と
『
維
摩
經
』

の
引
用
も
一
部
が
削
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
№
９
、
（0
、
（1
、
（0
（。『
維
摩
經
』
に
關
し
て
は
、
第
一
類
で
は
、「
維
摩

經
云
」
と
し
て
引
用
が
行
わ
れ
て
い
た
が
（
№
（（
（、
Ｘ
本
で
は
、
こ
の
句
が
省
か
れ
、
經
典
名
が
明
示
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
經
題
解
釋
が
行
わ
れ
る
『
金
剛
經
』（
№
６
（、『
法
華
經
』（
№
10
（、『
華
嚴
經
』（
№
（（
（
以
外
の
經
典

名
の
提
示
は
全
て
な
く
な
っ
た
。

第
三
章
：
第
二
類
に
は
第
一
類
に
見
ら
れ
な
い
『
維
摩
經
』
の
引
用
が
あ
る
（
№
（（
（。
こ
の
引
用
部
は
、
經
文
で
は
、「
舍
利
弗

言
。
居
士
未
曾
有
也
。
如
是
小
室
乃
容
受
此
高
葊
之
座
。
於
毘
耶
離
城
無
所
妨
礙
。
又
於
閻
浮
提
聚
落
城
邑
及
四
天
下
諸
天

龍
王
鬼
神
宮
殿
。
亦
不
迫
迮
」
と
い
う
文
章
を
挾
ん
で
、
№
（（
の
引
用
文
に
接
賡
す
る
が
、
第
四
類
の
當
該
箇
所
を
缺
く
た

め
、
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
こ
れ
に
對
す
る
心
觀
釋
は
内
容
的
に
時
代
が
降
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
り
、
恐

ら
く
、
第
二
類
が
獨
自
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
Ｘ
本
は
、
第
一
類
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
『
維
摩
經
』
の

「
維
摩
詰
言
。
唯
。
舍
利
弗
。
諸
佛
菩
薩
有
解
脱
名
不
可
思
議
」
以
下
（
№
（（
（
を
心
觀
釋
の
對
象
と
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

第
四
章
：
第
二
類
に
は
『
維
摩
經
』
の
引
用
が
あ
る
が
（
№
（（
（、
こ
れ
に
對
す
る
心
觀
釋
の
内
容
は
第
三
章
に
お
け
る
附
加
部 
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（
№
（（
（
と
共
通
す
る
性
格
を
有
し
て
お
り
、
や
は
り
後
代
の
插
入
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
Ｘ
本
は
第
一
類
を

承
け
繼
ぎ
、『
思
益
經
』
を
中
心
に
心
觀
釋
を
お
こ
な
っ
て
い
た
も
の
と
見
做
せ
る
。

第
五
章
：
第
二
類
の
み
に
見
ら
れ
る
『
華
嚴
經
』
の
引
用
（
№
（（
、
（0
（
は
、
第
一
類
や
第
四
類
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
闕
損
の
た

め
、
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
第
一
類
の
第
五
章
の
名
稱
「
自
然
無
礙
解
脱
道
」
の
根
據
と
な
る
べ
き
も
の

で
あ
る
か
ら
、
第
一
類
に
既
に
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
第
二
類
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
對
し
て
心
觀
釋

が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
心
觀
釋
の
對
象
と
し
て
は
、
Ｘ
本
に
お
い
て
も
、『
華
嚴
經
』
の
「
於
眼
根
中
入

正
受
」
以
下
の
偈
文
（
№
（（
（
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
Ｘ
本
は
、
心
觀
釋
に
關
し
て
は
、
第
一
章
、
及
び
、
第
三
～
第
五
章
の
四
章
に
關
し
て
は
、
基
本
的
に
は
、
第
一
類
を
そ

の
ま
ま
繼
承
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
第
二
章
に
關
し
て
は
、『
涅
槃
經
』『
遺
教
經
』『
金
剛
經
』『
維
摩
經
』
の
心
觀
釋
を
か
な
り

削
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
こ
れ
は
、
第
二
章
を
『
法
華
經
』
を

中
心
に
す
る
章
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

い
っ
た
い
、
第
一
類
は
、
經
論
の
心
觀
釋
と
い
う
點
で
大
き
な
不
統
一
を
來
た
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
第
一
章
、
及
び
、
第
三

章
か
ら
第
五
章
ま
で
の
各
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、『
大
乘
起
信
論
』『
維
摩
經
』『
思
益
經
』『
華
嚴
經
』
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
あ

る
特
定
の
經
論
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
第
二
章
の
み
は
雜
多
な
經
論
が
心
觀
釋
の
對
象
と
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
Ｘ
本
は
、
こ
の
體
裁
上
の
不
統
一
を
少
し
で
も
解
消
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。

　

Ｘ
本
が
第
二
章
に
お
い
て
「
不
動
」
を
強
調
し
、そ
の
章
の
別
名
を
「
不
動
門
」
と
す
る
の
も
、恐
ら
く
は
、こ
の
た
め
で
あ
る
。「
不

動
」
は
、
こ
の
章
で
引
か
れ
る
『
法
華
經
』
に
、
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「
爾
時
世
尊
。
四
衆
圍
遶
。
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
。
爲
諸
菩
薩
説
大
乘
經
。
名
無
量
義
教
菩
薩
法
佛
所
護
念
。
佛
説
此
經
已
。
結

加
趺
坐
。
入
於
無
量
義
處
三
昧
。
身
心
不
動
。（

（（
（

」

と
説
く
よ
う
に
（
№
1（
を
參
照
（、『
法
華
經
』
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
標
題
の
別
名
を
「
不
動
門
」
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の

章
が
『
法
華
經
』
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

い
っ
た
い
、
第
一
類
の
第
二
章
そ
の
も
の
は
、『
法
華
經
』
と
『
維
摩
經
』
が
二
本
柱
と
な
っ
て
、「
智
慧
の
門
を
開
く
」
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
第
三
章
が
『
維
摩
經
』
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
と
の
差
別
化
を
圖
る
必
要

か
ら
、
Ｘ
本
の
編
者
は
敢
え
て
『
法
華
經
』
を
前
面
に
押
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
Ｘ
本
の
編
者
は
、
第
一
類
の
ご
と
き
形
態
の
も
の
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
の
五
章
を
五
つ
の
經
論
に
基
づ
く
五
つ
の
方
便

を
説
く
も
の
と
す
る
新
た
な
視
點
か
ら
改
變
を
行
い
、「
五
章
」
＝
「
五
方
便
」
を
次
の
ご
と
き
も
の
と
規
定
し
直
そ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。第

一
章
（
第
一
方
便
（
＝
「
離
念
門
」
＝
『
大
乘
起
信
論
』
に
よ
り
「
離
念
」
を
説
く
。

第
二
章
（
第
二
方
便
（
＝
「
不
動
門
」
＝
『
法
華
經
』
に
よ
り
「
不
動
」
を
説
く
。

第
三
章
（
第
三
方
便
（
＝
「
顯
不
思
議
門
」
＝
『
維
摩
經
』
に
よ
り
「
不
可
思
議
解
脱
」
を
説
く
。

第
四
章
（
第
四
方
便
（
＝
「
明
諸
法
正
性
門
」
＝
『
思
益
經
』
に
よ
り
「
諸
法
正
性
」
を
説
く
。

第
五
章
（
第
五
方
便
（
＝
「
了
無
異
門
」
＝
『
華
嚴
經
』
に
よ
り
「
無
異
」
を
説
く
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
經
論
の
配
當
が
、
宗
密
が
『
圓
覺
經
大
疏
鈔
』
卷
三
之
下
で
掲
げ
て
い
る
も
の
と
完
全
に
一
致
す
る

と
い
う
點
で
あ
る（

（（
（

。
現
存
す
る
Ｘ
本
以
降
の
「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
は
、
上
の
一
覽
表
に
見
る
よ
う
に
、
後
世
の
插
入
を
大
量
に
含

み
、
各
章
の
引
用
經
論
は
、
必
ず
し
も
こ
の
配
當
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｘ
本
の
示
し
た
方
針
を
更
に
徹
底
し
た
異
本
が
あ

っ
た
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
宗
密
は
、
現
存
諸
本
で
第
二
章
に
あ
る
『
維
摩
經
』
に
關
わ
る
文
章
を
第
三
章
の
文
章
と
し
て
引

用
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
實
は
、
曾
て
こ
う
し
た
異
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い（

（（
（

。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
當
面
の
問
題
と
の
關
聯
で
注
目
す
べ
き
は
、
次
の
二
點
で
あ
る
。

１
．「
五
方
便
」
と
い
う
観
念
は
Ｘ
本
に
始
ま
り
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
。

２
．
第
二
章
が
『
法
華
經
』
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
認
識
も
Ｘ
本
以
前
に
は
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
極
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
。

　

何
故
な
ら
、
こ
れ
ら
は
次
節
に
見
る
よ
う
に
、「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
の
成
立
時
期
を
決
定
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
示
唆
を

與
え
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

二
　「
大
乘
五
方
便
」
の
由
來
に
つ
い
て

　

冒
頭
で
觸
れ
た
よ
う
に
、
先
の
拙
稿
で
は
、「
大
乘
五
方
便
」
の
基
本
思
想
は
既
に
神
秀
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
現
在
の
形
に
纏
め

た
の
は
普
寂
で
あ
ろ
う
と
す
る
私
見
を
述
べ
た
。
こ
の
見
解
は
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
河
合
氏
の
一
連
の
論
攷
に
お
い
て
も
、
略
ぼ
そ

の
ま
ま
承
認
さ
れ
て
い
た
が（

（（
（

、
そ
の
後
、
こ
れ
と
は
全
く
異
な
る
見
解
が
中
國
で
相
次
い
で
出
た
。
即
ち
、
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１
．
杜
繼
文
・
魏
道
儒
『
中
國
禪
宗
通
史
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
初
版
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
再
版
（

２
．
徐
文
明
「
禪
宗
第
八
代
北
宗
弘
正
大
師
」（『
敦
煌
學
輯
刊
』
一
九
九
九
年
第
二
期
（

が
そ
れ
で
あ
る
。

　

先
ず
、
杜
繼
文
・
魏
道
儒
兩
氏
は
、
宋
之
問
（
六
五
六
？–

七
一
二
（
撰
「
爲
洛
下
諸
僧
請
法
事
迎
秀
禪
師
表
」
に
、

「
兩
京
學
徒
。
群
方
信
士
。
不
遠
千
里
。
同
赴
五
門（

（（
（

。」

と
あ
る
「
五
門
」
を
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
「
道
信
章
」
に
い
う
、「
知
心
體
」「
知
心
用
」「
常
覺
不
停
」「
常
觀
身
空
寂
」「
守
一
不
移
」

等
の
「
五
事
」
を
指
す
と
し
、
神
秀
が
東
山
法
門
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
承
け
繼
い
で
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、

宗
密
が
「
大
乘
五
方
便
」
を
神
秀
か
ら
普
寂
に
傳
わ
っ
た
も
の
と
す
る
の
は
、
こ
の
上
表
文
に
い
う
「
五
門
」
を
「
五
方
便
」
と
解
釋

し
た
結
果
で
あ
り
、
門
下
の
思
想
を
神
秀
に
遡
及
さ
せ
た
も
の
だ
と
説
く
。
そ
の
一
方
で
、
義
福
の
塔
銘
、
嚴
挺
之
（
六
七
三
−

七
四
二
（
撰
「
大
智
禪
師
碑
銘
并
序
」
に
、

「
既
而
攝
念
慮
。
棲
榛
林
。
練
五
門
。
入
七
淨（

（（
（

。」

と
あ
る
「
五
門
」
に
關
し
て
は
、
正
し
く
「
大
乘
五
方
便
」
に
外
な
ら
ぬ
と
し
、「
大
乘
五
方
便
」
の
思
想
は
東
山
法
門
や
神
秀
の
思
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想
と
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
義
福
・
普
寂
ら
神
秀
門
下
の
著
作
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
れ
に
對
し
て
徐
文
明
氏
は
、「
大
智
禪
師
碑
銘
并
序
」
に
い
う
「
五
門
」
も
「
大
乘
五
方
便
」
で
は
な
く
、「
五
事
」、
或
い
は
「
五

門
禪
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
す
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
李
邕
（
六
七
八–

七
四
七
（
撰
「
大
照
禪
師
塔
銘
」
に
、

「
其
始
也
。
攝
心
一
處
。
息
慮
萬
縁
。
或
刹
那
便
通
。
或
歳
月
漸
證
。
總
明
佛
體
。
曾
是
聞
傳
。
直
指
法
身
。
自
然
獲
念
。
滴
水

滿
器
。
履
霜
堅
氷
。
故
能
開
方
便
門
。
示
眞
寶
相（

（（
（

。」

と
い
う
「
總
明
佛
體
」
が
「
大
乘
五
方
便
」
の
第
一
章
「
總
彰
佛
體
」
を
、
ま
た
、「
開
方
便
門
」
が
「
五
方
便
門
」
を
暗
示
す
る
よ

う
に
も
見
え
る
が（

（（
（

、
こ
れ
を
普
寂
に
お
い
て
既
に
「
大
乘
五
方
便
」
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
確
か
な
證
據
と
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
す
る
。
そ
し
て
、
新
た
に
普
寂
門
下
の
宏
正
こ
そ
が
「
大
乘
五
方
便
」
の
作
者
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
理
由
を
擧
げ
て
い
る
。

ａ
．「（
擬
題
（
第
七
祖
大
照
和
尚
寂
滅
日
齋
讚
文
」
は
、
宏
正
の
弟
子
の
あ
る
禪
師
に
關
す
る
資
料
で
あ
る
が（

（（
（

、
こ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
禪
師
は
、
普
寂
の
も
と
で
心
源
を
了
し
、
宏
正
に
よ
っ
て
五
方
便
を
開
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
．「
大
照
禪
師
塔
銘
」
に
よ
る
と
、
普
寂
が
『
思
益
經
』
と
『
楞
伽
經
』
の
二
つ
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
從
っ
て
、

普
寂
に
あ
っ
て
は
、四
經
一
論
（『
大
乘
起
信
論
』『
法
華
經
』『
維
摩
經
』『
思
益
經
』『
華
嚴
經
』（
に
基
づ
く
「
大
乘
五
方
便
」

の
よ
う
な
立
場
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

ｃ
．「
唐
故
東
京
安
國
寺
契
微
和
尚
塔
銘
并
序
」
に
は
、
契
微
が
宏
正
の
も
と
で
四
部
の
經
に
通
じ
、
と
り
わ
け
『
楞
伽
經
』
に

詳
し
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
四
部
の
經
と
は
、『
法
華
經
』『
維
摩
經
』『
思
益
經
』『
華
嚴
經
』
に
違
い
な
く
、
こ
れ
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に
『
大
乘
起
信
論
』
を
加
え
れ
ば
、「
大
乘
五
方
便
」
所
依
の
經
典
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。

ｄ
．
こ
こ
に
は
『
楞
伽
經
』
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
『
楞
伽
經
』
を
輕
視
し
た
の
で
は
な
く
、
達
摩
以
來
の
禪
宗
の
根

本
經
典
と
し
て
の
地
位
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
別
格
扱
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

從
來
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
唐
故
東
京
安
國
寺
契
微
和
尚
塔
銘
并
序
」
の
記
述
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
を
「
大
乘
五
方

便
」
と
關
聯
づ
け
る
こ
と
で
大
膽
な
假
説
を
提
出
し
た
注
目
す
べ
き
論
文
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
私
見
に
據
れ
ば
、
こ
の
論
文

に
は
、１

．
諸
本
の
展
開
過
程
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
た
め
、
四
經
一
論
に
基
づ
く
「
五
方
便
」
と
い
う
認
識
が
當
初
か
ら
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
立
論
が
さ
れ
て
い
る
。

２
．
資
料
の
博
捜
が
十
分
で
な
く
、
外
に
も
「
大
乘
五
方
便
」
と
關
聯
を
持
つ
資
料
が
存
在
す
る
の
に
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。

と
い
う
二
つ
の
缺
陷
が
あ
る
た
め
、
そ
の
結
論
は
妥
當
性
を
缺
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
の
點
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
第
二
の
點
を
中
心
に
論
じ
て
ゆ
こ
う
。
先
ず
、
從
來
の

研
究
で
既
に
「
大
乘
五
方
便
」
と
の
關
聯
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
資
料
を
列
擧
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
な
お
、
こ
の
外
に
『
楞
伽

師
資
記
』
神
秀
章
の
師
事
問
義
と
の
關
聯
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
別
に
言
及
す
る
（。
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Ⅰ
．
こ
れ
ま
で
に
「
大
乘
五
方
便
」
と
の
關
聯
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
資
料

ａ
．
杜
朏
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
『
傳
法
寶
紀
』「
自
序
」（
七
一
三
年
頃
（

「
大
師
傳
之
而
去
。
惠
可
傳
僧
璨
。
僧
璨
傳
道
信
。
道
信
傳
弘
忍
。
弘
忍
傳
法
如
。
法
如
及
乎
大
通
。
自
達
摩
之
後
。
師
資

開
道
。
皆
善
以
方
便
取
證
於
心
。
隨
處
發
言
。
略
無
繋
説（

（（
（

。」

ｂ
．
淨
覺
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
『
楞
伽
師
資
記
』「
道
信
章
」（
七
二
三
年
頃（

（（
（

（

「
其
信
禪
師
再
敞
禪
門
。
宇
内
流
布
。
有
菩
薩
戒
法
一
本
。
及
制
入
道
安
心
要
方
便
法
門
。
爲
有
縁
根
熟
者
説
。
…
…
是
故

經
云
。
一
句
染
神
。
歴
劫
不
朽
。
初
學
者
前
方
便
也
。
故
知
修
道
有
方
便
。
此
即
聖
心
之
所
會（

（（
（

。」

ｃ
．
羊
愉
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
唐
嵩
山
會
善
寺
故
景
賢
大
師
身
塔
石
記
」（
七
三
五
年
（
：
神
秀
（
？-

七
〇
六
（
の
弟
子
、

敬
賢
（
六
六
〇-

七
二
三
（
の
塔
銘

「
則
星
馳
駿
邁
。
而
得
大
通
。
發
言
求
哀
。
揮
汗
成
血
。
大
通
照
彼
精
懇
。
喩
以
方
便
。
一
見
悟
乂
。
冏
然
昭
洗（

（（
（

。」

ｄ
．
李
邕
（
六
七
八–

七
四
七
（
撰
「
大
照
禪
師
塔
銘
」（
七
四
二
年
（
：
神
秀
の
弟
子
、
普
寂
（
六
五
一–

七
三
九
（
の
塔
銘

「
其
始
也
。
攝
心
一
處
。
息
慮
萬
縁
。
或
刹
那
便
通
。
或
歳
月
漸
證
。
總
明
佛
體
。
曾
是
聞
傳
。
直
指
法
身
。
自
然
獲
念
。

滴
水
滿
器
。
履
霜
堅
氷
。
故
能
開
方
便
門
。
示
直（

眞
實
（寶

相
。（

（（
（

入
深
固
藏
。
清
淨
因
。」
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ｅ
．
撰
者
未
詳
「（
擬
題
（
第
七
祖
大
照
和
尚
寂
滅
日
齋
讚
文
」（
七
五
〇
年
頃
（
：
宏
正
（
生
歿
年
未
詳
（
の
弟
子
に
よ
る
普
寂

の
祭
文
？

「
禪
師
代
家
相
魏
。
訪
道
伊
洛
。
創
頭
大
照
和
尚
。
了
一
心
源
。
并
依
弘
正
導
師
。
開
五
方
便
。（

（（
（

」

ｆ
．
權
德
輿
（
七
五
九–

八
一
八
（
撰
「
唐
故
東
京
安
國
寺
契
微
和
尚
塔
銘
并
序
」（
七
八
一
年
（
：
普
寂–

宏
正–

契
微
と
嗣

ぐ
契
微
（
七
二
〇–
七
八
一
（
の
塔
銘

「
至
天
寶
元
年
。
始
受
具
於
福
先
寺
定
賓
律
師
。
隸
東
京
安
國
寺
。
師
事
苾
芻
尼
無
勝
。
受
心
門
方
便
之
學
。
以
為
心
實
境
化
。

真
由
妄
遣
。
遣
之
而
真
亦
隨
盡
。
化
之
而
心
乃
湛
然
。
故
外
示
律
儀
。
内
循
禪
悅
。
因
初
心
而
住
實
智
。
離
有
相
而
證
空
法
。

乃
通
四
部
經
於
宏
正
大
師
。
尤
精
楞
伽
之
義
。
而
住
無
住
證
。
洗
六
妄
。
離
二
邊（

（（
（

。」

ｇ
．
楊
叶
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
唐
故
禪
大
德
演
公
塔
銘
并
序
」（
八
〇
二
年
（
：
慧
安
（
？–

七
〇
九
（–

義
琬–

○–

明
演

と
嗣
ぐ
明
演
（
七
三
三–

八
〇
一
（
の
塔
銘

「
乃
隸
名
於
洛
陽
縣
敬
愛
寺
。
因
具
戒
於
嵩
岳
壇
場
。
厥
後
口
茹
一
麻
。
身
衣
百
納
。
洞
達
五
方
便
。
便
探
賾
脩
多
羅
。」（

（（
（

ｈ
．
金
獻
貞
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
海
東
故
神
行
禪
師
之
碑
并
序
」（
八
一
三
年
（
：
普
寂-

志
空-

神
行
と
嗣
ぐ
神
行
（
七
〇
四

-

七
七
九
（
の
碑
銘

「
爲
道
根
者
。
誨
以
看
心
一
言
。
爲
熟
器
者
。
示
以
方
便
多
門
。
通
一
代
之
祕
典
。
傳
三
昧
之
明
燈（

（（
（

。」



　 （0 　

ｉ
．
韋
處
厚
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
興
福
寺
内
供
奉
大
德
大
義
禪
師
碑
銘
」（
八
一
八
年
（
：
馬
祖
（
七
〇
九-

七
八
八
（
の
弟
子
、

鵝
湖
大
義
（
七
四
五-

八
一
八
（
の
碑
銘

「
秦
者
曰
秀
。
以
方
便
顯
。
普
寂
其
允
也（

（（
（

。」

ｊ
．
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇-

八
四
一
（
撰
『
圓
覺
經
大
疏
鈔
』
卷
三
之
下

「
疏
有
拂
塵
看
淨
方
便
通
經
下
。
二
敍
列
也
。
略
敍
七
家
。
今
初
第
一
也
。
即
五
祖
下
北
宗
秀
大
師
爲
宗
源
。
弟
子
普
寂
等

大
弘
。
…
…
疏
方
便
通
經
者
。
方
便
謂
五
方
便
也
。」（

（（
（

　

以
上
で
あ
る
。
か
な
り
の
數
に
上
る
が
、
決
し
て
十
分
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
筆
者
は
、
先
に
俗
人
の
墓
誌
銘
に
つ
い
て
調
査

を
行
な
っ
た
が（

（（
（

、
そ
の
際
に
、
そ
れ
ら
に
も
「
大
乘
五
方
便
」
と
關
聯
す
る
用
語
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
、
そ
れ
ら
を
列
擧
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

Ⅱ
．
新
た
に
關
聯
が
指
摘
で
き
る
資
料

ａ
．
王
渙
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
大
唐
故
泗
州
刺
史
瑯
耶
王
妻
河
東
裴
郡
君
夫
民
墓
誌
銘
并
序
」（
七
四
五
年
（
：
義
福
（
六
五
八

-

七
三
六
（
と
普
寂
に
學
ん
だ
王
同
人
夫
人
（
裴
援
の
二
女
（（
六
八
五-

七
四
一
（
の
墓
誌
銘

「
手
自
繕
寫
法
華
經
。
演
鈔
金
剛
華
嚴
涅
槃
奥
義
。
比
二
十
餘
載
。
志
求
無
上
道
。
外
榮
華
去
滋
味
。
厭
服
錦
繍
。
不
茹
薫
辛
。

雖
處
居
家
。
常
脩
梵
行
。
毎
禪
家
皆
多
法
樂
。
説
經
論
廣
勸
童
蒙
。
嘗
謂
女
于
氏
二
娘
嗣
子
渙
。
吾
久
依
止
福
寂
和
上
。
彼

岸
者
降
伏
其
心
。
心
是
道
場
。
如
如
不
遠
。
伏
惟
證
密
行
矣
。
登
正
覺
耶（

（（
（

。」



　 （1 　

ｂ
．
畢
宏
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
大
唐
故
通
議
大
夫
上
柱
國
劍
州
刺
史
晉
陽
縣
開
國
男
郭
府
君
夫
人
新
鄭
郡
君
河
南
元
氏
權
殯
墓

誌
」（
七
四
六
年
（
：
普
寂
・
宏
正
に
學
ん
だ
元
婉
（
六
八
〇-

七
四
六
（
の
墓
誌
銘

「
開
元
十
七
年
。
詣
天
竺
寺
崇
昭
法
師
受
菩
薩
戒
。
持
金
剛
經
。
轉
涅
槃
經
。
於
大
昭
和
上
通
戒
。
得
禪
定
旨
。
又
於
壽
覺

寺
主
惠
猷
禪
師
受
具
足
戒
。
於
弘
正
惠
幹
禪
師
皆
通
經
焉
。
戒
珠
光
明
。
心
地
清
淨
。
忽
爾
言
説
。
若
見
端

（
瑞
？
（兆
。（

（（
（

」

ｃ
．
高
蓋
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
大
唐
故
汝
州
刺
史
李
府
君
夫
人
鄧
國
夫
人
韋
氏
墓
誌
銘
并
序
」（
七
五
〇
年
（
：
普
寂
に
學
ん

だ
韋
小
孩
（
？-

七
五
〇
（
の
墓
誌
銘

「
逮
府
君
冥
寞
朝
露
。
而
夫
人
低
徊
晝
哭
。
服
喪
之
後
。
禪
悦
爲
心
。
嘗
依
止
大
照
禪
師
。
廣
通
方
便
。
爰
拘
有
相
。
適
爲

煩
惱
之
津
。
暫
證
無
生
。
因
契
涅
槃
之
境（

（（
（

。」

ｄ
．
鄭
珈鹹
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
唐
故
尚
書
右
丞
盧
府
夫
人
滎
陽
鄭
氏
墓
誌
銘
并
序
」（
七
五
一
年
（
：
普
寂
と
弘
正
に
學
ん
だ

盧
藏
用
夫
人
、
鄭
冲
（
六
八
六-

七
五
〇
（
の
墓
誌
銘

「
於
是
忘
形
覺
路
。
向
晦
禪
門
。
開
元
中
。
受
祕
旨
於
大
照
宗
師
。
天
寶
際
。
證
微
言
於
弘
正
法
主
。
通
楞
伽
思
益
法
華
維

摩
等
經
密
義
。
啓
玄
關
之
扃
鍵
。
豁
爾
洞
開
。
討
巨
浪
之
源
流
。
湛
然
常
定
。
登
寂
滅
境
。
廣
知
惠
宗
。
龍
象
高
僧
。
知
證

果
矣（

（（
（

。」

ｅ
．
王
維（
七
〇
一
？-

七
六
一
（撰「
工
部
楊
尚
書
夫
人
贈
太
原
郡
夫
人
京
兆
王
氏
墓
誌
銘
」（
成
立
年
未
詳
、天
寶
年
間〈
七
四
二

-

七
五
六
〉
か
？
（
：
普
寂
に
學
ん
だ
王
潛
女
（
生
歿
年
未
詳
（
の
墓
誌
銘



　 （（ 　

「
同
德
大
師
大
照
和
尚
覩
如
來
之
奥
。
昭
羣
有
之
源
。
夫
人
一
入
空
門
。
便
蒙
法
印
。
朱
簾
紺
幰
。
無
復
餘
乘
。
龍
藏
寶
經
。

悉
通
至
義
。
惠
用
圓
滿
。
誡
力
堅
嚴（

（（
（

。」

ｆ
．
裴
潤
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
大
唐
故
段
府
君
夫
人
魯
郡
孔
氏
墓
誌
銘
并
序
」（
七
八
二
年
（
：
師
承
不
明
の
段
府
君
夫
人
、

孔
氏
（
七
一
六-

七
八
二
（
の
墓
誌
銘

「
夫
人
以
早
歳
參
禪
通
經
問
道
之
故
。
潤
先
人
在
日
。
義
居
四
十
餘
年
。
靡
惡
必
同
。
是
非
無
間
。
潤
爰
自
襁
褓
。
奉
收
鞠
育
。

雖
姓
氏
不
易
。
而
□
養
爲
男（

（（
（

。」

ｇ
．
令
狐
專
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
「
唐
故
上
都
唐
安
寺
外
臨
壇
律
大
徳
比
丘
尼
廣
惠
塔
銘
并
序
」（
八
五
九
年
（
：
普
寂
の
系
統

を
承
け
繼
ぐ
廣
惠
（
八
〇
三-
八
五
九
（
の
塔
銘

「
菩
提
達
摩
降
及
大
照
禪
師
。
七
葉
相
承
。
謂
之
七
祖
心
印
。
傳
示
爲
最
上
乘
。
羣
生
以
癡
蓋
愛
網
纏
覆
身
宅
。
不
以
慧
炬

燭
之
。
慈
航
濟
之
。
即
皆
蹈
昏
溺
之
中
。
迷
方
便
之
路
矣
。
嗚
呼
。
文
殊
戻
止
。
金
粟
來
儀
。
窮
象
譯
之
微
言
。
罄
龍
宮
之

奥
典
。
即
我
唐
安
大
德
其
人
也（

（（
（

。」

　

以
上
に
掲
げ
た
全
て
の
資
料
を
そ
の
成
立
順
に
沿
っ
て
掲
げ
る
と
次
の
一
覧
表
の
ご
と
く
に
な
る
。



　 （（ 　

No.

成
立
年

資
料
名

人
名

師
承

用
語

記
号

１

七
一
三
頃

傳
法
寶
紀

—
—

方
便

Ⅰ-

ａ

２

七
二
三
頃

楞
伽
師
資
記

—
—

方
便
法
門

Ⅰ-

ｂ

３

七
三
五

唐
嵩
山
會
善
寺
故
景
賢
大
師
身
塔
石
記

敬
賢

（
六
六
〇-

七
二
三
（
神
秀

方
便

Ⅰ-

ｃ

４

七
四
二

大
照
禪
師
塔
銘

普
寂

（
六
五
一-

七
三
九
（
神
秀

總
明
佛
體
／
開
方
便
門
。
示
眞
實
相

Ⅰ-

ｄ

５

七
四
五

大
唐
故
泗
州
刺
史
瑯
耶
王
妻
河
東
裴
郡

君
夫
民
墓
誌
銘
并
序

王
同
人
夫
人

（
六
八
五-

七
四
一
（
義
福

普
寂

手
自
繕
寫
法
華
經
。
演
鈔
金
剛
華
嚴
涅

槃
奥
義

Ⅱ-

ａ

６

七
四
六

大
唐
故
通
議
大
夫
上
柱
國
劍
州
刺
史
晉

陽
縣
開
國
男
郭
府
君
夫
人
新
鄭
郡
君
河

南
元
氏
權
殯
墓
誌

元
婉

（
六
八
〇-

七
四
六
（
宏
正

惠
幹

通
經

Ⅱ-

ｂ

７

七
五
〇

大
唐
故
汝
州
刺
史
李
府
君
夫
人
鄧
國
夫

人
韋
氏
墓
誌
銘
并
序

韋
小
孩

（
？-

七
五
〇
（

普
寂

廣
通
方
便

Ⅱ-

ｃ

８

七
五
一

唐
故
尚
書
右
丞
盧
府
夫
人
滎
陽
鄭
氏
墓

誌
銘
并
序

鄭
冲

（
六
八
六-

七
五
〇
（
普
寂

宏
正

通
楞
伽
思
益
法
華
維
摩
等
經
密
義

Ⅱ-

ｄ

９

？

工
部
楊
尚
書
夫
人
贈
太
原
郡
夫
人
京
兆

王
氏
墓
誌
銘

王
潛
女

（
未
詳
（

普
寂

龍
藏
寶
經
。
悉
通
至
義

Ⅱ-

ｅ

10

？

（
擬
題
（
第
七
祖
大
照
和
尚
寂
滅
日
齋
讚

文

未
詳

普
寂

宏
正

五
方
便

Ⅰ-

ｅ

11

七
八
一

唐
故
東
京
安
國
寺
契
微
和
尚
塔
銘
并
序

契
微

（
七
二
〇-

七
八
一
（
宏
正

方
便 

／ 

乃
通
四
部
經
於
宏
正
大
師
。
尤

精
楞
伽
之
義

Ⅰ-

ｆ



　 （（ 　

No.

成
立
年

資
料
名

人
名

師
承

用
語

記
号

1（

七
八
二

大
唐
故
段
府
君
夫
人
魯
郡
孔
氏
墓
誌
銘

并
序

段
府
君
夫
人

（
七
一
六-

七
八
二
（
未
詳

參
禪
通
經
問
道

Ⅱ-

ｆ

1（

八
〇
二

唐
故
禪
大
德
演
公
塔
銘
并
序

明
演

（
七
三
三-

八
〇
一
（
未
詳

洞
達
五
方
便
。
便
探
賾
脩
多
羅

Ⅰ-

ｇ

1（

八
一
三

海
東
故
神
行
禪
師
之
碑
并
序

神
行

（
七
〇
四-

七
七
九
（
志
空

示
以
方
便
多
門
。
通
一
代
之
祕
典

Ⅰ-

ｈ

1（

八
一
八

興
福
寺
内
供
奉
大
德
大
義
禪
師
碑
銘

大
義

（
七
四
五-

八
一
八
（

—

秦
者
曰
秀
。
以
方
便
顯
。
普
寂
其
允
也

Ⅰ-

ｉ

1（

？

圓
覺
經
大
疏
鈔

—
—

方
便
通
經 

／ 

五
方
便

Ⅰ-

ｊ

1（

八
五
九

唐
故
上
都
唐
安
寺
外
臨
壇
律
大
德
比
丘

尼
廣
惠
塔
銘
并
序

廣
惠

（
八
〇
三-

八
五
九
（
未
詳

方
便
之
路

Ⅱ-

ｇ

　

こ
の
一
覽
表
に
お
い
て
注
意
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、「
大
乘
五
方
便
」
と
の
關
聯
が
認
め
ら
れ
る
資
料
は
、
基
本
的
に
は
、
普
寂
の
流

れ
を
汲
む
人
々
に
關
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、№
１
～
№
４
に
つ
い
て
は
普
寂
系
と
は
言
え
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
資
料
に
見
ら
れ
る
「
方
便
」
と
い
う
概
念
は
、
東
山
法
門
の
時
代
か
ら
強
調
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら（

（（
（

、
必
ず
し
も
「
大
乘

五
方
便
」
を
指
す
と
は
言
え
な
い
。
東
山
法
門
に
お
い
て
は
、「
方
便
」
は
單
に
「
悟
り
に
導
く
獨
特
な
方
法
」
の
意
味
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、「
大
乘
五
方
便
」
の
ご
と
き
「
通
經
」
の
意
味
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
№
1（
の
明
演
も
慧
安
系
で
神
秀–

普
寂
系
で
は
な
い
が
、
そ
の
成
立
が
極
め
て
遲
く
、
こ
の
頃
に
は
、
圭
峯
宗
密
や
鵝
湖
大

義
の
よ
う
に
全
く
異
な
る
系
統
の
人
々
も
「
大
乘
五
方
便
」
の
内
容
を
よ
く
知
り
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
他
派
の
人
々
が
こ
れ
を
取
り



　 （（ 　

込
ん
で
布
教
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
慧
安
の
一
派
に
お
い
て
も
代
々
傳
持
さ
れ
て
き
た
と
す
る
の

は
當
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
大
乘
五
方
便
」
へ
の
言
及
で
あ
る
か
ど
う
か
の
決
め
手
は
、「
方
便
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
通
經
」
や
「
五

方
便
」
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
に
該
當
す
る
も
の
と
し
て
、
№
５
、
№
６
、
№
８
、
№
９
、
№
11
～
№
1（
、
№
1（
を
、
後
者
に
該

當
す
る
も
の
と
し
て
、
№
10
、
№
1（
、
№
1（
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
ず
、
前
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
對
象
と
な
る
人
物
の
師
承
は
、

義
福
・
普
寂
：
王
同
人
夫
人
（
№
５
（　　
　

普
寂
：
王
潛
女
（
№
９
（　　
　

普
寂
・
宏
正
：
鄭
冲
（
№
８
（

宏
正
・
惠
幹
：
元
婉
（
№
６
（　　
　

無
勝
・
宏
正
：
契
微
（
№
11
（　　
　

志
空
：
神
行
（
№
1（
（

と
な
っ
て
、
普
寂
と
そ
の
弟
子
の
宏
正
、
志
空
に
學
ん
だ
人
々
の
間
で
「
通
經
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

次
に
「
通
經
」
の
對
象
と
さ
れ
た
經
論
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
先
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
師
承
ご
と
に
資
料
の
記
載
を
整
理
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

普
寂
：
『
法
華
經
』『
金
剛
經
』『
華
嚴
經
』『
涅
槃
經
』（
№
５
（

　
　
　

「
龍
藏
寶
經
」（
№
９
（

宏
正
：
『
楞
伽
經
』『
思
益
經
』『
法
華
經
』『
維
摩
經
』（
№
８
（

　
　
　

『
楞
伽
經
』
を
含
む
「
四
部
經
」（
№
11
（
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志
空
：
「
一
代
之
祕
典
」（
№
1（
（

　

先
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
徐
文
明
氏
は
、
№
11
の
契
微
の
塔
銘
に
「
乃
通
四
部
經
於
宏
正
大
師
。
尤
精
楞
伽
之
義
」
と
あ
る
「
四
部
經
」

を
「
大
乘
五
方
便
」
で
「
通
經
」
の
對
象
と
さ
れ
る
『
法
華
經
』『
維
摩
經
』『
思
益
經
』『
華
嚴
經
』
と
い
う
四
つ
の
經
典
で
あ
る
と

見
た
が
、
同
じ
く
宏
正
に
學
ん
だ
、
№
８
の
鄭
冲
の
墓
誌
銘
に
據
れ
ば
、
當
然
、『
楞
伽
經
』『
思
益
經
』『
法
華
經
』『
維
摩
經
』
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
楞
伽
經
』
以
外
は
「
大
乘
五
方
便
」
の
各
章
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
經
典
と
重
な
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
宏
正
の
時
代
に
は
既
に
「
大
乘
五
方
便
」
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
對
し
て
、
普
寂
や
志
空
に
學
ん
だ
人
々
に
關
し
て
は
、「
龍
藏
寶
經
」
や
「
一
代
之
祕
典
」
の
よ
う
な
形
で
、「
通
經
」
の
對

象
を
漠
然
と
一
切
經
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
經
典
名
を
明
示
す
る
場
合
も
、『
金
剛
經
』
や
『
涅
槃
經
』
な
ど
を
含
め
て
お
り
、

「
大
乘
五
方
便
」
の
各
章
と
の
對
應
關
係
は
明
確
で
な
い
。

　

こ
れ
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
徐
文
明
氏
の
言
う
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
大
乘
五
方
便
」
そ
の
も
の
が
宏
正
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
普
寂
の
弟
子
、
王
同
人
夫
人
（
№
５
（
の
墓
誌

銘
に
掲
げ
ら
れ
る
四
つ
の
經
典
は
、
い
ず
れ
も
第
一
類
（『
大
乘
無
生
方
便
門
』（
の
第
二
章
に
お
い
て
「
通
經
」
の
對
象
と
し
て
重
ん

じ
ら
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
類
を
改
編
し
て
成
立
し
た
Ｘ
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、『
涅
槃
經
』
に
對
す
る
「
通
經
」
は
完
全
に

削
除
さ
れ
、『
金
剛
經
』
に
對
す
る
そ
れ
も
一
部
が
削
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
變
化
は
、
宏
正
に
學
ん
だ
人
々
が
「
通
經
」
の
對

象
と
し
た
經
典
の
中
に
、『
金
剛
經
』
や
『
涅
槃
經
』
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
實
と
正
し
く
パ
ラ
レ
ル
な
關
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
宏
正
の
時
代
に
編
輯
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
相
應
し
い
の
は
、
外
な
ら
ぬ
Ｘ
本
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
形
態
を
留
め
る
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第
一
類
は
、
そ
れ
以
前
の
普
寂
の
時
代
に
ま
で
遡
る
と
見
做
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
五
方
便
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。「
五
方
便
」
と
い
う
用
語
の
初
出
は
、
八
世
紀
中
葉
に
宏
正
の
弟
子
の
某
禪
師
の
た

め
に
書
か
れ
た
、
№
10
の
「（
擬
題
（
第
七
祖
大
照
和
尚
寂
滅
日
齋
讚
文
」
で
あ
る
が
、
九
世
紀
に
入
る
と
、
№
1（
や
№
1（
と
い
っ
た

他
派
の
著
作
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
大
乘
五
方
便
」
そ
の
も
の
が
廣
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
事
實
も
、
宏
正
が
「
大
乘
五
方
便
」
の
撰
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、

「
五
方
便
」
と
い
う
觀
念
そ
の
も
の
が
Ｘ
本
に
始
ま
る
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
點
で
も
、
宏

正
の
影
響
下
に
行
わ
れ
た
の
は
Ｘ
本
の
編
輯
で
あ
り
、
第
一
類
の
よ
う
な
形
態
の
異
本
は
、
そ
れ
以
前
に
存
在
し
た
と
見
做
す
べ
き
な

の
で
あ
る
。

　

從
っ
て
、「
大
照
禪
師
塔
銘
」
に
、「
總
明
佛
體
」「
開
方
便
門
。
示
直（

眞
實
（寶

相
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見
え
、
前
者
が
「
大
乘
五
方
便
」

第
一
章
の
章
題
、「
總
彰
佛
體
」
と
呼
應
し
、
ま
た
、
後
者
が
「
大
乘
五
方
便
」
で
「
通
經
」
の
對
象
と
さ
れ
る
『
法
華
經
』
の
句
で

あ
る
こ
と
は
、
普
寂
の
時
代
に
既
に
「
大
乘
五
方
便
」
の
原
型
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
見
做
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

更
に
注
目
す
べ
き
は
、「
大
照
禪
師
塔
銘
」
で
「
開
方
便
門

4

4

4

4

。
示4

直
寶
相

4

4

4

」
に
直
ぐ
賡
い
て
現
わ
れ
る
「
入
深
固
4

4

藏4

。
了
清
淨
因
」

と
い
う
句
で
あ
る
。
從
來
、
全
く
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は
明
ら
か
に
、
第
一
類
（『
大
乘
無
生
方
便
門
』（
に
、

「
開
方
便
門

4

4

4

4

。
示4

眞
實
相

4

4

4

。
六
根
不
動
等
是
開
方
便
門

4

4

4

4

。
定
慧
是
眞
實
相

4

4

4

。
由
有
定
慧
藏4

諸
功
德
。
法
相
圓
滿
藏4

無
漏
法
等
。
是

法
華
經
藏4

。
凡
夫
二
乘
所
不
能
到
。
天
魔
外
道
不
能
壞
。
深4

故4

（
固
（幽
遠
。
無
人
能
到
。
凡
夫
二
乘
所
不
能
到
。
名
深4

。
天
魔
外
道
不

能
壞
。
名
故4

（
固
（。（

（（
（

」
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と
言
う
の
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
普
寂
の
時
代
に
現
在
知
ら
れ
る
「
大
乘
五
方
便
」
の
内
容
の
多
く

が
既
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
、「
大
乘
五
方
便
」
の
由
來
に
關
し
て
注
目
す
べ
き
事
實
が
存
在
す
る
。
既
に
先
の
拙
稿
で
示
し
た
こ

と
で
あ
る
が（

（（
（

、
淨
覺
（
生
歿
年
未
詳
（
撰
の
『
楞
伽
師
資
記
』「
神
秀
章
」
に
、「
師
事
問
義
」
と
し
て
「
大
乘
五
方
便
」
に
通
ず
る
も

の
が
い
く
つ
か
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
即
ち
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
、

１　
「
又
云
。
汝
聞
打
鐘
聲
。
打
時
有
。
未
打
時
有
。
聲
是
何
聲
。」

２　
「
又
云
。
瓔
珞
經
云
。
菩
薩
照
寂
。
佛
寂
照
。」

３　
「
又
云
。
芥
子
入
須
彌
。
須
彌
入
芥
子
也
。」

４　

 「
又
云
。
涅
槃
經
説
。
有
無
邊
身
菩
薩
從
東
方
來
。
菩
薩
身
量
既
無
邊
際
。
云
何
更
從
東
方
來
。
何
故
不
從
西
方
南
方
北
方
來
。

可
即
不
得
也
。」

等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
「
大
乘
五
方
便
」
の
文
章
を
彷
彿
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
④
は
、
先
に
言
う
よ
う
に
、「
大
乘
五
方
便
」
と
は

認
め
難
い
が
、
内
容
的
に
密
接
な
關
係
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
（。

①　
「
菩
薩
有
聲
無
聲
聲
落
謝
常
聞
。」（『
大
乘
無
生
方
便
門（

（（
（

』（

②　
「
體
用
分
明
。
離
念
名
體
。
見
聞
覺
知
是
用
。
寂
而
常
用
。
用
而
常
寂
。
即
用
常
寂
。
即
用
即
寂
。
離
相
名
寂
。
寂
照
照
寂
。

寂
照
者
。
因
性
起
相
。
照
寂
者
。
攝
相
歸
性
。」（
同
上（

（（
（

（
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③　
「
作
沒
生
乃
見
須
彌
入
芥
子
。
心
不
思
則
不
見
須
彌
芥
子
大
小
相
。
亦
不
見
有
入
。
不
見
有
不
入
。
作
如
是
見
。
乃
名
眞
見
。

無
思
則
無
相
。
無
相
則
無
入
無
不
入
。
此
爲
驚
怖
聲
聞
除
其
心
量
。
聲
聞
未
悟
。
則
見
有
須
彌
芥
子
大
小
相
。
已
悟
。
了
見

須
彌
芥
子
本
性
空
。
則
何
入
何
不
入
。
是
名
乃
見
須
彌
入
芥
子
中
。」（
同
上（

（（
（

（

④　
「
無
邊
身
菩
薩
。
從
東
方
來
。
身
量
無
邊
。
世
界
亦
無
邊
。
通
來
。
東
方
來
者
覺
心
初
起
名
東
方
。
來
者
是
慧
。
智
慧
無
異
。

寶
幢
幡
蓋
。
長
短
無
異
。
多
少
無
異
。」（
ペ
リ
オ
二
八
三
六
號（

（（
（

（

　

も
っ
と
も
「
師
事
問
義
」
自
體
は
「
求
那
跋
陀
羅
章
」
や
「
菩
提
達
摩
章
」
に
も
附
さ
れ
て
お
り
、
當
時
行
わ
れ
て
い
た
禪
門
の
言

説
を
歴
代
の
祖
師
に
假
託
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、「
大
乘
五
方
便
」
に
通
ず
る
内
容
の
も
の
が
「
神
秀
章
」
の
み
に
見
ら
れ
る
こ

と
は
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
恐
ら
く
、
當
時
、
禪
門
で
行
わ
れ
て
い
た
言
説
の
う
ち
、
特
に
神
秀
に
由
來
す
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を

中
心
に
「
神
秀
章
」
に
附
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

私
見
に
據
れ
ば
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
成
立
は
、開
元
十
一
年
（
七
二
三
（
頃
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
が（

（（
（

、こ
れ
は
開
元
十
三
年
（
七
二
五
（

に
普
寂
が
敕
命
で
洛
陽
の
敬
愛
寺
に
住
す
る
直
前
で
あ
り
、
嵩
山
に
い
た
普
寂
の
名
聲
が
朝
野
に
亙
っ
て
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に

當
た
っ
て
い
る
。
當
時
、
淨
覺
は
、
太
行
山
と
兩
京
を
往
來
す
る
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
普
寂
の
布
教
活
動
を
よ
く
知
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
從
っ
て
、「
神
秀
章
」
の
「
師
事
問
義
」
の
多
く
は
、
普
寂
の
周
圍
で
神
秀
の
言
説
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

だ
と
す
れ
ば
、「
大
乘
五
方
便
」
そ
の
も
の
は
普
寂
に
由
來
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
思
想
は
普
寂
が
神
秀
か
ら
傳
え
た
も
の
が
基
礎
と

な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

南
北
朝
期
に
成
立
し
、
東
山
法
門
で
重
ん
じ
ら
れ
た
僞
經
に
『
心
王
經
』
が
あ
る
が（

（（
（

、
こ
れ
に
は
、
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「
頭
陀
正
法
取
正
月
十
五
日
者
。
衆
生
垢
重
。
無
量
劫
來
。
心
常
邪
曲
。
令
思
惟
五
陰
。
空
無
所
有
。
調
適
得
所
。
法
性
因
縁
。

發
自
然
慧
。
五
分
法
身
。
具
一
切
智
。
照
諸
黑
闇
。
邪
曲
衆
生
。
心
地
正
直
。
常
入
三
昧
。
明
見
法
相
。
猶
如
春
日
。
故
言
正
月

十
五
日
。

至
三
月
十
五
日
者
。
諸
法
無
性
。
各
不
相
知
。
前
心
隨
生
。
後
心
不
縁
。
無
故
留
心
。
心
相
不
生
。
即
是
實
相
。
三
毒
清
淨
。
究

竟
無
染
。
名
三
解
脱
。
故
言
三
月
十
五
日
。

取
八
月
十
五
日
者
。
正
爲
衆
生
。
於
八
聖
道
。
起
八
邪
風
。
心
地
波
動
。
無
生
妙
藥
。
沒
在
深
叢
。
行
人
善
巧
。
尋
其
根
本
。
本

既
無
生
。
心
性
清
淨
。
不
動
如
山
。
法
王
妙
藥
。
自
然
還
出
。
衆
生
服
藥
。
八
風
病
息
。
八
解
脱
現
前
。
故
言
八
月
十
五
日
。

至
十
月
十
五
日
者
。
行
人
修
道
。
十
念
成
就
。
長
養
聖
胎
。
具
諸
根
力
。
無
惱
無
熱
。
如
明
淨
月
。
郁
蒸
清
涼
。
煩
惱
見
息
。
故

言
十
月
十
五
日
。

頭
者
。
行
人
初
破
煩
惱
。
撃
大
法
鼓
。
吼
煩
惱
賊
。
得
其
頭
主
。
賊
民
無
主
。
無
所
依
止
。
即
求
出
家
。
爲
我
弟
子
。
攝
心
學
道
。

身
心
清
淨
。
悟
無
生
忍
。
故
言
頭
也
。
陀
者
。
後
心
行
人
。
善
巧
方
便
。
雖
得
前
心
。
後
念
多
失
。
既
失
其
後
。
即
是
漏
心
。
名

爲
煩
惱
。
行
人
勤
加
精
進
。
前
心
注
後
。
後
心
注
前
。
前
後
不
二
。
名
爲
正
法
。
即
是
阿
難
受
持
佛
語
。
無
有
遺
漏
。
是
故
言
陀
。

又
復
陀
者
。
陀
汰
煩
惱
。
如
陀
金
沙
。
先
除
粗
者
。
眞
金
始
現（

（（
（

。」

と
い
う
よ
う
に
、「
通
經
」
に
特
徴
的
な
「
心
觀
釋
」
に
類
す
る
も
の
が
既
に
現
わ
れ
て
い
る
。『
心
王
經
』
が
重
ん
じ
ら
れ
た
一
端
が

こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
は
略
ぼ
間
違
い
な
く
、
從
っ
て
、
こ
う
し
た
經
文
解
釋
が
神
秀
に
お
い
て
既
に
あ
っ
た
と
見
る
の
は
自
然
で
あ
り
、

普
寂
は
單
に
そ
れ
を
大
々
的
に
展
開
し
た
の
だ
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
東
山
法
門
か
ら
宏
正
に
至
る
「
方
便
」
と
い
う
語
の
意
味
内
容
の
變
化
と
「
大
乘
五
方
便
」
の
變
化
が
お
お
よ
そ
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明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
纏
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

１
．
東
山
法
門
や
神
秀
に
お
い
て
は
、「
方
便
」
は
、
東
山
法
門
に
お
い
て
編
み
出
さ
れ
た
「
悟
り
を
得
さ
せ
る
た
め
の
獨
特
の

教
化
法
」
の
意
味
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
禪
定
體
驗
に
基
づ
く
經
典
の
主
體
的
な
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

２
．
と
こ
ろ
が
、
普
寂
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
主
體
的
經
典
理
解
の
比
重
が
増
し
て
「
通
經
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
方

便
」
の
主
要
な
内
容
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
普
寂
の
周
圍
で
行
わ
れ
て
い
た
代
表
的
な
「
通
經
」
を
纏
め

る
形
で
、
い
わ
ゆ
る
「
大
乘
五
方
便
」
の
原
型
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
「
無
生
」
の
悟
り
を
得
さ
せ
る
「
方
便
」
を

開
示
す
る
も
の
だ
と
し
て
「
大
乘
無
生
方
便
門
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

３
．
そ
の
後
、
宏
正
の
時
代
に
な
る
と
、「
大
乘
五
方
便
」
の
五
つ
の
章
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
經
論
に
基
づ
く
五
つ
の
「
方
便
」

だ
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
五
方
便
」
と
い
う
概
念
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
認
識
に
沿
う
よ
う
に
『
大
乘
無
生

方
便
門
』
の
改
變
が
行
わ
れ
、『
大
乘
五
方
便
』
が
成
立
し
た
。

４
．
そ
の
後
、
こ
の
『
大
乘
五
方
便
』
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
「
大
乘
五
方
便
」
が
大
い
に
流
布
し
た
こ
と
に
伴
い
、
八
世
紀
の
末

に
は
、「
五
方
便
」
は
北
宗
の
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宗
祖
の
神
秀
に
由
來
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宗
密
が
神
秀
か
ら
普
寂
に
傳
え
ら
れ
た
説
と
し
て
「
大
乘
五
方
便
」
を
掲
げ
、鵝
湖
大
義
が
神
秀
が
「
方

便
」
で
有
名
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。



　 （（ 　

三
　「
大
乘
五
方
便
」
の
編
輯
と
そ
の
意
圖

　
「
大
乘
五
方
便
」
を
い
か
な
る
も
の
と
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
は
、
ど
う
し
て
「
大

乘
五
方
便
」
に
異
本
が
多
い
の
か
と
い
う
問
題
と
も
直
結
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
從
來
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

が
、
最
近
に
な
っ
て
中
鉢
雅
量
氏
が
、「
北
宗
「
五
方
便
」
と
神
會
「
五
更
轉
」
︱
唐
代
前
期
禪
宗
の
民
衆
教
化（

（（
（

」
と
い
う
論
攷
を
發

表
し
て
、「
大
乘
五
方
便
」
を
「
大
衆
に
説
法
す
る
た
め
の
臺
本（

（（
（

」、「
不
特
定
多
數
の
聴
衆
向
け
に
説
か
れ
た
際
の
臺
本（

（（
（

」、
あ
る
い
は

「
當
時
盛
行
し
た
、
佛
教
の
宗
旨
や
佛
典
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
聴
衆
に
説
い
た
俗
講
の
、
そ
の
臺
本
に
類
似
し
た
も
の（

（（
（

」
と
す
る

見
解
を
示
さ
れ
た
。
氏
の
論
據
は
、
お
よ
そ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ａ
．
聴
衆
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
話
し
手
の
工
夫
と
見
ら
れ
る
點
が
諸
處
に
見
え
る
。

ｂ
．
口
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

ｃ
．
序
章
が
授
菩
薩
戒
儀
の
形
態
を
取
っ
て
い
る
の
は
、
在
家
を
含
む
多
數
の
人
々
に
對
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。

　

し
か
し
、
理
解
し
や
す
く
す
る
配
慮
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
不
特
定
多
數
の
聴
衆
に
對
す
る
説
法
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ

う
し
、
氏
が
、
そ
う
し
た
配
慮
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
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１
．
各
テ
キ
ス
ト
を
五
章
に
分
け
る
こ
と
。

２
．
五
章
は
入
門
よ
り
解
脱
ま
で
順
を
追
っ
て
進
む
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
．
各
章
は
前
章
の
末
尾
の
言
葉
を
引
き
繼
い
で
書
き
始
め
る
と
い
う
よ
う
に
表
現
上
で
も
連
結
し
て
い
る
こ
と
。

４
．
最
後
に
全
體
の
論
旨
を
要
約
す
る
ま
と
め
の
部
分
が
あ
る
こ
と
。

の
四
つ
で
あ
る
が（

（（
（

、
こ
の
う
ち
、
３
と
４
は
特
定
の
寫
本
（
第
二
類
・
第
三
類
（
に
の
み
い
い
う
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
古
形
を
保
つ
第

一
類
に
關
し
て
は
當
て
嵌
ら
な
い
。
特
に
、
氏
の
議
論
の
多
く
が
、「
大
乘
五
方
便
」
の
全
體
を
俯
瞰
し
た
も
の
で
は
な
く
、
第
二
類

の
み
に
見
ら
れ
る
插
入
部
（
こ
れ
が
氏
の
い
う
「
全
體
の
論
旨
を
要
約
す
る
ま
と
め
」（
の
み
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
妥
當

性
を
疑
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

更
に
、
序
章
が
授
菩
薩
戒
儀
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
第
一
章
以
下
の
「
通
經
」
の
部
分
も
そ
れ
と
同
じ
性
格
の
も

の
と
見
て
よ
い
か
は
問
題
で
あ
る
し
、
授
菩
薩
戒
儀
を
不
特
定
多
數
に
對
す
る
俗
講
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
大
い
に
疑
問
が

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
氏
の
立
論
に
は
多
く
の
問
題
點
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
「
説
法
の
臺
本
」
と

す
る
見
方
は
、「
大
乘
五
方
便
」
の
本
質
を
突
い
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
氏
の
言
う
よ
う
に
、
口
語
の
多
用
は
、
こ
れ
が
實
際

に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、こ
れ
は
い
か
な
る
時
の
説
法
の
臺
本
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、そ
れ
は
「
開
法
」
を
行
う
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
開
法
」

は
、
不
特
定
多
數
を
對
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
有
志
の
者
に
對
し
て
禪
の
根
本
義
を
教
授
す
る
特
別
な
法
會
を
設
け
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
一
部
と
し
て
菩
薩
戒
を
授
け
る
儀
式
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
が
東
山
法
門
や
弘
忍
の
弟
子
た
ち
に
お
い
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

１
．
道
信
に
授
菩
薩
戒
儀
が
あ
っ
た
と
す
る
傳
承
が
あ
る
こ
と（

（（
（

。

２
．『
壇
經
』
や
『
壇
語
』
の
原
型
が
菩
薩
戒
を
授
け
た
際
の
説
法
で
あ
り
、
題
名
に
見
ら
れ
る
「
壇
」
が
戒
壇
の
意
味
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と（

（（
（

。

３
．
宗
密
の
傳
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
淨
衆
宗
や
保
唐
宗
、
南
山
念
佛
門
禪
宗
で
は
獨
特
の
傳
法
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
お
り
、

特
に
淨
衆
宗
の
そ
れ
は
授
戒
の
儀
式
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と（

（（
（

。

４
．
同
じ
く
宗
密
の
傳
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
南
山
念
佛
宗
の
傳
法
の
儀
式
に
お
い
て
は
、「
大
乘
五
方
便
」
の
授
菩
薩
戒
儀

と
同
樣
に
、
念
佛
が
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
こ
と（

（（
（

。

等
の
事
實
か
ら
、
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

問
題
は
、第
一
章
以
下
の
「
通
經
」
の
部
分
も
「
開
法
」
の
際
の
も
の
か
と
い
う
點
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
序
章
の
「
授
菩
薩
戒
儀
」

の
部
分
と
大
い
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、「
大
乘
五
方
便
」
は
、
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
兩
者
を
、
綱
要
書
の
形
に
纏
め
る
に

當
た
っ
て
接
續
し
た
と
見
做
せ
な
く
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
序
章
で
採
用
さ
れ
て
い
る
和
尚
と
弟
子
の
問
答
形
式
は
、
第
一
章
以
下
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
繼
承
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、

「
是
沒
」
等
の
口
語
も
引
き
續
き
用
い
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
序
章
と
第
一
章
は
、
明
ら
か
に
内
容
的
に
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
繋
が
っ
て

い
る
。
今
、
第
一
類
の
『
大
乘
無
生
方
便
門
』
の
當
該
部
分
を
示
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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（
序
章
（

「（
前
略
（［
和
言
。］
汝
等
懺
悔
竟
。
三
業
清
淨
如
淨
瑠
璃
。
内
外
明
徹
堪
受
淨
戒
。
菩
薩
戒
是
持
心
戒
。
以
佛
性
爲
戒
性
。
心
瞥

起
即
違
佛
性
。
是
破
菩
薩
戒
。
護
持
心
不
起
即
順
佛
性
。
是
持
菩
薩
戒 

三
説
。

次
各
令
結
跏
趺
坐
。
問
。
佛
子
。
心
湛
然
不
動
。
是
沒
言
淨
。
佛
子
。
諸
佛
如
來
有
入
道
大
方
便
。
一
念
淨
心
。
頓
超
佛
地
。

和
撃
木
。
一
時
念
佛
。

和
言
。
一
切
相
總
不
得
取
。［
所
］
以
金
剛
經
云
。
凡
所
有
相
皆
是
虚
妄
。
看
心
若
淨
。
名
淨
心
地
。
莫
卷
縮
身
心
舒
展
身
心
。

放
曠
遠
看
。
平
等
看
。
盡
虚
空
看
。
和
問
言
。
見
何
物
。
子
云
。
一
物
不
見
。

和
［
言
］。
看
淨
細
細
看
。
即
用
淨
心
眼
。
無
邊
無
涯
際
遠
看
。
和
言
。
問
無
障
礙
看
。
和
問
。
見
何
物
。
答
。
一
物
不
見
。

和
［
言
］。
向
前
遠
看
。
向
後
遠
看
。
四
維
上
下
一
時
平
等
看
。
盡
虚
空
看
。
長
用
淨
心
眼
看
。
莫
間
斷
。
亦
不
限
多
少
看
。
使

得
者
。
然
身
心
調
。
用
無
障
礙
。

和
言
。
三
點
是
何
。
子
云
。
是
佛
。

［
和
言
。］
身
心
得
離
念
。
不
見
心
心
如
。
心
得
解
脱
。
不
見
身
色
如
。
身
解
脱
。
如
是
長
時
無
斷
用
。

入
言 

虚
空
無
一
物
。
清
淨
無
有
相
。
常
令
不
間
斷
。
從
此
永
離
障
。

眼
根
清
淨
。
眼
根
離
障
。
耳
根
清
淨
。
耳
根
離
障
。
如
是
乃
至
。
六
根
清
淨
。
六
根
離
障
。
一
切
無
礙
。
是
即
解
脱
。
不
見
六
根

相
。
清
淨
無
有
相
。
常
不
間
斷
。
即
是
佛
。」

（
第
一
章
（

「［
問
。］
是
沒
是
佛
。［
答
。］
佛
心
清
淨
。
離
有
離
無
。
身
心
不
起
。
常
守
眞
心（

如
（。

［
問
。］
是
沒
是
眞
如
。［
答
。］
心
不
起
心
眞
如
。
色
不
起
色
眞
如
。
心
眞
如
故
心
解
脱
。
色
眞
如
故
色
解
脱
。
心
色
倶
離
即
無
一
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物
。
是
大
菩
提
樹
。

佛
是
西
國
梵
語
。
此
地
往
飜
名
爲
覺
。
所
言
覺
義
者
。
心
體
離
念
。
離
念
相
者
等
虚
空
界
。
無
所
不
遍
。
法
界
一
相
。
即
是
如
來

平
等
法
身
。
於
此
法
身
説
名
本
覺
。
覺
心
初
起
。
心
無
初
相
。
遠
離
微
細
念
。
了
見
心
性
。
性
常
住
。
名
究
竟
覺
。
…
…（

（（
（

」

　

即
ち
、
序
章
で
「
菩
薩
戒
」
を
授
け
た
後
、「
結
跏
趺
坐
」
さ
せ
て
「
念
佛
」
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
更
に
「
遠
看
」
等
に
よ
っ
て
「
一

物
不
見
」
の
境
地
に
至
ら
せ
た
後
に
、
そ
れ
こ
そ
が
「
佛
」
だ
と
言
い
、
續
く
第
一
章
に
お
い
て
「
佛
」
を
中
國
語
に
直
す
と
「
覺
」

で
あ
る
と
し
て
、『
大
乘
起
信
論
』
の
「
所
言
覺
義
謂
心
體
離
念
」
以
下
の
文
章
に
提
示
し
て
心
觀
釋
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　

從
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
か
ら
序
章
と
第
一
章
と
を
分
か
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
實
際
の
と
こ
ろ
、「
授
菩
薩
戒
儀
」
を
中

心
と
す
る
部
分
を
「
序
章
」
と
し
て
「
第
一
章
」
か
ら
分
離
し
た
の
は
鈴
木
大
拙
に
始
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
、『
大
乘
無
生
方

便
門
』
の
編
者
自
身
は
、
い
わ
ゆ
る
「
序
章
」
を
「
第
一
總
彰
佛
體
」
か
ら
區
別
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
北
宗
の
祖
師
た
ち
は
、
開
法
の
際
に
、
先
ず
菩
薩
戒
を
授
け
る
こ
と
で
參
加
者
と
結
縁
を
行
な
い
、
そ
の
後
に
、
代
表
的

な
經
論
を
提
起
し
つ
つ
、
心
觀
釋
を
用
い
て
禪
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
。「
大
乘
五
方
便
」
の
内
容
か
ら
見
て
、
そ
の
理
解
に
は
、
か

な
り
の
佛
教
的
知
識
を
必
要
と
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
開
法
に
與
か
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
僧
侶
や
在
家
の
知
識
人
た
ち
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
對
象
は
、
俗
講
の
よ
う
な
不
特
定
多
數
の
「
大
衆
」
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

普
寂
や
義
福
、
宏
正
に
は
、
在
家
の
弟
子
が
多
數
あ
り
、
中
に
は
師
か
ら
印
可
を
も
ら
う
ほ
ど
禪
に
習
熟
し
た
人
物
も
い
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
中
に
は
婦
女
子
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
數
は
男
性
を
上
回
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
在
家
の
弟

子
の
中
に
は
、
そ
の
社
會
的
地
位
か
ら
個
人
的
に
教
え
を
受
け
う
る
立
場
の
人
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
場
合
、
特
に

女
性
に
と
っ
て
は
、「
開
法
」
は
、
禪
師
か
ら
直
接
教
え
を
授
か
る
數
少
な
い
機
會
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
慈
愍
三
藏
慧
日
（
六
八
〇
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-
七
四
八
（
の
『
淨
土
慈
悲
集
』
に
は
、

「
然
禪
師
者
。
即
是
凡
夫
。
都
無
證
解
。
令
諸
道
俗
奔
波
奉
事
。
愛
過
父
母
。
悲
泣
雨
涙
。
捨
命
求
乞
一
言
。
何
不
令
内
求
遣
外

求
耶
。
設
使
得
者
。
浮
淺
之
言
。
不
足
可
觀（

（（
（

。」

の
よ
う
に
、
道
俗
の
弟
子
た
ち
が
父
母
以
上
に
禪
師
を
重
ん
じ
、
そ
の
片
言
隻
語
を
懸
命
に
な
っ
て
求
め
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る

が
、
あ
る
い
は
、
開
法
の
際
の
教
法
の
傳
授
を
指
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
大
乘
五
方
便
」
が
開
法
の
臺
本
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
開
法
を
行
う
側
の
禪
師
た
ち
の
傳
持
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
大
乘
五
方
便
」
が
、
八
世
紀
の
中
葉
以
前
に
お
い
て
他
派
に
知
ら
れ
て
い
た
形
跡
が
な
い
の
は
こ
の
た
め

で
あ
ろ
う
。
こ
の
點
に
お
い
て
、『
壇
經
』
や
『
壇
語
』
が
慧
能
や
神
會
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
開
法
の
記
録
と
し
て
、
初
め
か
ら
公
開

性
を
も
っ
て
い
た
の
と
は
本
質
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

四
　「
大
乘
五
方
便
」
の
變
化
が
意
味
す
る
も
の

　

上
に
論
じ
た
よ
う
に
、「
大
乘
五
方
便
」
の
原
型
は
、
普
寂
の
時
代
に
「
開
法
」
の
際
に
準
據
す
べ
き
「
臺
本
」
と
し
て
編
輯
さ
れ
、

そ
の
後
、
宏
正
の
時
代
に
、
そ
れ
を
改
訂
す
る
形
で
Ｘ
本
が
編
輯
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
際
の
改
編
で
は
「
五
つ
の

經
論
に
基
づ
く
五
方
便
」
と
い
う
新
た
な
立
場
が
導
入
さ
れ
た
が
、本
文
の
改
編
は
比
較
的
小
規
模
な
も
の
に
止
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、「
大
乘
五
方
便
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
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１
．
Ｘ
本 

→ 

第
二
類 

→ 

第
三
類

　
　

２
．
Ｘ
本 

→ 

第
四
類 

→ 

第
五
類

と
い
う
二
つ
の
方
向
に
沿
っ
て
展
開
し
、
そ
の
間
に
大
幅
な
改
變
が
施
さ
れ
て
、
結
果
と
し
て
全
く
異
な
る
内
容
の
テ
キ
ス
ト
を
生
み

出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
激
し
い
變
化
は
、
開
法
の
模
範
を
示
そ
う
と
す
る
、「
大
乘
五
方
便
」
本
來
の
意
圖
に
背
く
も

の
で
あ
り
、「
大
乘
五
方
便
」
の
性
格
そ
の
も
の
に
重
大
な
變
化
が
生
じ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
序
章
」
の
「
授
菩
薩
戒
儀
」
の
部
分
の
變
化
で
あ
る
。
第
四
類
が
ほ
と
ん
ど
第
一
類
そ
の
ま
ま
で
あ
る

こ
と
か
ら
見
て
、
Ｘ
本
で
は
原
本
に
あ
っ
た
授
菩
薩
戒
儀
が
そ
の
ま
ま
繼
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
二
類
で
は
、
こ
れ
が

削
ら
れ
て

「
向
前
遠
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明　
　
　

向
後
遠
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明

兩
邊
遠
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明　
　
　

向
上
遠
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明

向
下
遠
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明　
　
　

十
方
須
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明

鬧
處
懃
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明　
　
　

淨
處
細
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明

行
住
等
看　

不
住
萬
境　

臺
身
直
照　

當
體
分
明　
　
　

坐
臥
等
看　

不
住
萬
境（

（（
（

」

と
い
う
四
字
三
十
八
句
の
頌
に
差
し
替
え
ら
れ
て
お
り
、
第
三
類
（『
大
乘
五
方
便
北
宗
』（
も
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
承
け
繼
い
で
い
る
。

　

一
方
、
第
四
類
（『
通
一
切
經
要
義
集
』（
は
Ｘ
本
の
授
菩
薩
戒
儀
を
そ
の
ま
ま
繼
承
し
た
が
、
第
五
類
で
は
、
こ
の
部
分
が
そ
っ
く
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り
省
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
菩
薩
戒
を
授
け
る
儀
式
が
開
法
の
法
會
に
お
い
て
不
可
缺
な
要
素
で
あ
る
な
ら
、
第
二
類
や
第
三
類
、

第
五
類
は
、
も
は
や
そ
の
臺
本
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
類
や
第
三
類
が
新
た
に
頌
を
附
し
た
の
は
、
授
菩
薩
戒
儀
を
省
い
た
體
裁
上
の
不
備
を
補
う
と
と
も
に
、
序
章
の
末
尾
に
お
い

て
、「

和
言
。
一
切
相
總
不
得
取
。［
所
］
以
金
剛
經
云
。
凡
所
有
相
皆
是
虚
妄
。
看
心
若
淨
。
名
淨
心
地
。
莫
卷
縮
身
心
舒
展
身
心
。

放
曠
遠
看
。
平
等
看
。
盡
虚
空
看
。
和
問
言
。
見
何
物
。
子
云
。
一
物
不
見
。

和
［
言
］。
看
淨
細
細
看
。
即
用
淨
心
眼
。
無
邊
無
涯
際
遠
看
。
和
言
。
問
無
障
礙
看
。
和
問
。
見
何
物
。
答
。
一
物
不
見
。

和
［
言
］。
向
前
遠
看
。
向
後
遠
看
。
四
維
上
下
一
時
平
等
看
。
盡
虚
空
看
。
長
用
淨
心
眼
看
。
莫
間
斷
。
亦
不
限
多
少
看
。
使

得
者
。
然
身
心
調
。
用
無
障
礙（

（（
（

。」

等
と
説
い
て
い
た
内
容
を
頌
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
思
想
的
内
容
に
不
足
を
生
じ
さ
せ
ま
い
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、こ
の
こ
と
は
、

菩
薩
戒
を
授
け
る
儀
式
そ
の
も
の
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
第
四
類
が

從
來
か
ら
の
「
授
菩
薩
戒
儀
」
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、
第
五
類
が
こ
れ
を
完
全
に
削
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

點
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
先
の
拙
稿
で
は
、

「
同
じ
作
法
が
續
け
ら
れ
る
限
り
改
變
さ
る
べ
き
理
由
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
思
想
の
表
現
方
法
の
變
化
に
も
拘
ら
ず
、
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古
形
を
保
ち
え
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。」

と
の
解
釋
を
行
っ
た
。
確
か
に
こ
の
事
實
は
、
第
四
類
が
成
立
し
た
頃
ま
で
は
、
從
來
と
同
じ
方
法
で
菩
薩
戒
が
傳
授
さ
れ
て
い
た
證

據
と
見
做
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、
Ｘ
本
か
ら
第
四
類
へ
の
變
化
は
、
こ
の
點
に
お
い
て
、
Ｘ
本
か
ら
第
二
類
・
第

三
類
へ
の
變
化
と
は
全
く
方
向
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
第
四
類
の
第
一
章
以
下
の
「
通
經
」
の
部
分
が
大
き
な
變
化
を
蒙
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が

人
々
の
關
心
の
中
心
を
占
め
た
か
ら
に
相
違
な
か
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
逆
に
「
授
菩
薩
戒
儀
」
の
部
分
に
ほ
と
ん
ど
何
の
變
化
も
な

か
っ
た
の
は
、
人
々
の
關
心
が
そ
こ
に
向
か
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
見
做
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

Ｘ
本
か
ら
第
二
類
へ
の
變
化
、
Ｘ
本
か
ら
第
四
類
へ
の
變
化
、
第
四
類
か
ら
第
五
類
へ
の
變
化
は
、
全
て
同
じ
方
向
性
を
持
つ
も
の
と

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
宗
で
は
、
宏
正
の
頃
ま
で
は
盛
ん
に
開
法
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
弟
子
以
降
、
急
速

に
行
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、「
大
乘
五
方
便
」
は
、
開
法
の
臺
本
と
し
て
の
性
格
を
失
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
先
に
い
く
つ
か
の
拙
稿
を
發
表
し
て
、
東
山
法
門
は
も
と
も
と
大
乘
戒
に
基
づ
い
て
い
た
が
、
他
派
の
批
判
を
か
わ
す
た

め
に
、
普
寂
が
小
乘
戒
を
重
視
す
る
よ
う
に
方
針
轉
換
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
門
流
は
東
山
法
門
の
傳
統
を
忘
れ
、「
臨
壇
大
德
」
と

し
て
小
乘
戒
の
傳
授
に
專
念
す
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

（（
（

。
思
う
に
、「
大
乘
五
方
便
」
の
こ
の
變
化
は
、

こ
の
事
實
と
密
接
に
關
係
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
點
で
、「
大
乘
五
方
便
」
は
、「
開
法
」
で
は
な
く
、「
通
經
」
の
模
範
を
示
す
テ
キ
ス
ト
に
變
化
し
た
は
ず
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

禪
師
た
ち
は
、
弟
子
を
指
導
す
る
に
當
た
っ
て
、「
大
乘
五
方
便
」
に
示
さ
れ
て
い
る
「
通
經
」
を
模
倣
し
つ
つ
、
種
種
の
經
論
に
對

し
て
自
由
に
心
觀
釋
を
行
っ
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
禪
師
に
よ
っ
て
は
、「
大
乘
五
方
便
」
の
テ
キ
ス
ト
に
對
し
て
、「
通
經
」
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の
一
部
を
削
っ
た
り
、
新
た
に
自
身
の
心
觀
釋
を
附
加
し
た
り
、
或
い
は
、
そ
の
全
面
的
な
改
編
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
、
こ
れ
こ
そ
が
「
大
乘
五
方
便
」
の
テ
キ
ス
ト
の
流
動
性
が
高
ま
り
、
樣
々
な
異
本
が
次
々
に
出
現
し
た
理
由
に
他
な
る
ま
い
。

　
「
開
法
」
と
い
う
公
開
の
場
が
失
わ
れ
た
以
上
、「
大
乘
五
方
便
」
の
傳
授
は
、
寺
院
内
で
少
數
の
限
ら
れ
た
弟
子
に
對
し
て
行
わ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
非
公
開
で
あ
る
が
故
に
、
傳
承
さ
れ
る
系
統
に
從
っ
て
、
傾
向
の
相
違
も
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。
Ｘ
本
以
降
の

異
本
の
展
開
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
異
本
で
特
に
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
、
心
觀
釋
の
形
骸
化
、
あ
る
い
は
「
解
釋
の
た
め
の
解
釋
」
と
い
っ
た
、
修
行
か
ら
の
遊

離
が
見
ら
れ
る
と
い
う
點
で
あ
る（

（（
（

。
戒
律
と
同
樣
、
こ
の
點
で
も
、
北
宗
禪
は
東
山
法
門
本
來
の
立
場
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

た
だ
、
時
代
が
降
る
と
、
他
派
の
人
々
に
も
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
特
異
な
内
容
か
ら
北
宗
の
代
表
的
な
教
説

と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
三
類
の
標
題
「
大
乘
五
方
便
北
宗
」
は
、
そ
れ
自
體
、
他
派
の
人
が
書
寫
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
第
二
類
で
用
い
ら
れ
て
い
た
俗
語
、「
是
沒
」
の
多
く
が
「
云
何
」
に
改
め
ら
れ
て
お
り（

（（
（

、
讀
む
テ
キ
ス
ト

と
し
て
文
章
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
恐
ら
く
、
公
開
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐

ら
く
は
、
八
世
紀
末
の
こ
と
で
、
宗
密
が
「
大
乘
五
方
便
」
の
内
容
を
詳
し
く
知
り
得
た
の
も
、
こ
う
し
た
動
き
の
結
果
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る（

（（
（

。む
す
び

　

以
上
、「
大
乘
五
方
便
」
の
成
立
と
變
遷
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
私
見
を
纏
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
末
尾
に
附
し
た
圖 
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《「
大
乘
五
方
便
」
の
成
立
と
變
化
》
も
參
照
さ
れ
た
い
（。

第
一
段
階
（
八
世
紀
前
半
（

「
大
乘
五
方
便
」
は
、
當
初
、
普
寂
の
影
響
下
に
「
開
法
」
の
模
範
を
示
す
「
臺
本
」
と
し
て
編
輯
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、

東
山
法
門
以
來
の
傳
統
を
承
け
繼
い
で
「
授
菩
薩
戒
儀
」
と
「
通
經
」
を
中
心
と
し
、「
總
彰
佛
體
」「
開
智
慧
門
」「
顯
示

不
思
議
法
」「
明
諸
法
正
性
」「
自
然
無
礙
解
脱
道
」
の
五
章
か
ら
成
り
、
そ
の
全
體
が
「
無
生
」
の
悟
り
に
導
く
「
方
便
」

を
説
く
も
の
と
し
て
「
大
乘
無
生
方
便
門
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

第
二
段
階
（
八
世
紀
中
葉
（

そ
の
後
、
宏
正
の
時
代
に
な
る
と
、
各
章
が
そ
れ
ぞ
れ
『
大
乘
起
信
論
』『
法
華
經
』『
維
摩
經
』『
思
益
經
』『
華
嚴
經
』
に

基
づ
い
て
別
個
の
方
便
を
説
く
も
の
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（「
五
方
便
」（、
各
章
の
名
稱
も
「
總
彰
佛
體
。
亦
名
離

念
門
」「
開
智
慧
門
。
亦
名
不
動
門
」「
顯
不
思
議
門
」「
明
諸
法
正
性
門
」「
了
無
異
門
」
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

立
場
か
ら
本
文
の
改
編
が
行
わ
れ
、
全
體
の
名
稱
も
「
大
乘
五
方
便
」
に
改
め
ら
れ
た
。

第
三
段
階
（
八
世
紀
後
半
（

宏
正
の
弟
子
の
時
代
に
な
る
と
、
大
乘
戒
へ
の
關
心
が
減
退
し
て
「
開
法
」
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
大
乘

五
方
便
」
は
、「
授
菩
薩
戒
儀
」
と
し
て
の
役
割
を
失
い
、單
に
「
通
經
」
の
模
範
を
提
示
す
る
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
。

こ
の
性
格
の
變
化
に
伴
っ
て
、
以
後
、『
通
一
切
經
要
義
集
』『
大
乘
五
方
便
北
宗
』
等
の
多
く
の
異
本
を
生
み
出
す
に
至
っ

た
。
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「
大
乘
五
方
便
」
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
そ
の
成
立
の
當
初
か
ら
「
通
經
」
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
通
經
」
の
萌
芽
は
既
に
東
山
法
門
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
こ
こ
ま
で
發
展
さ
せ
た
の
は
普
寂
系
の
人
々
だ
け
で

あ
っ
た
。「
方
便
」
は
東
山
法
門
以
來
重
視
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
「
通
經
」
と
同
義

語
に
さ
え
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
が
中
原
に
展
開
し
、
他
派
の
僧
侶
や
多
く
の
貴
顯
を
布
教
對
象
と
し
た
こ
と
が
、
こ
れ
と
密
接
に
關
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。「
通
經
」
の
よ
う
な
布
教
方
法
は
、
兩
京
の
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
嶄
新
で
、
布
教
上
、
大
き
な
效

果
を
上
げ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
は
も
う
一
つ
重
大
な
契
機
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
中
原
に
進
出
し
た
結
果
、
彼
ら
自
身
、
東
山

法
門
以
來
の
修
行
生
活
を
守
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
點
で
あ
る
。
東
山
法
門
で
は
、
菩
薩
戒
の
精
神
に
基
づ
い
て
相
互
扶
助

に
よ
る
共
同
生
活
を
送
り
つ
つ
、「
悟
り
」
を
目
指
し
て
修
行
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
彼
ら
は
兩
京
の
大
寺
で
他
宗
の
僧
侶
と
同

樣
の
生
活
を
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
彼
ら
は
、
東
山
法
門
の
獨
自
性
を
出
す
た
め
に
、
こ
の
「
通
經
」
と

い
う
方
法
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、
少
な
く
と
も
普
寂
や
宏
正
の
段
階
で
は
、
菩
薩
戒
の
重
要
性
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
た
し
、「
通
經
」
も
「
悟
り
」
を
得

さ
せ
る
「
方
便
」
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
菩
薩
戒
が
打
ち
捨
て
ら
れ
、「
通
經
」
が
形
骸
化
し
た
の
は
、
宏
正
の
弟
子
以
降
の
こ
と

な
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
、
東
山
法
門
の
傳
統
は
完
全
に
失
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
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通　經 菩薩戒重視

開法の作法・實踐

原　本
（大乘無生方便門？）

第一類
（大乘無生方便門）

X　本
（大乘五方便？）

第四類
（通一切經要義集）

第二類
（大乘五方便？）

第三類
（大乘五方便北宗）

第五類
（名稱なし）

東山法門の傳統

第一段階
（八世紀前半）

第二段階
（八世紀中葉）

第三段階
（八世紀後半）

《「大乘五方便」の成立と變化》

（文獻化）

五章に纏める

五章の標題の改變
それに伴う本文の改變
文獻としての體裁の整備

極めて原本に近いと考えられる

序章の書き換え
文章の整理・簡略化

一部省略

第一章以下の項目化

序章の省略
第二章以下の節略

⎫
―
⎬
―
⎭

⎫
―
―
―
⎬
―
―
―
⎭

⎫
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
⎭

⎫
―
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
―
⎭
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註

（
１
（　

こ
こ
で
い
う
「
大
乘
五
方
便
」
と
は
、『
大
乘
無
生
方
便
門
』『
大
乘
五
方
便
北
宗
』『
通
一
切
經
要
義
集
』
な
ど
の
一
連
の
文
獻
の
總
稱

で
あ
る
。
こ
れ
ら
文
獻
は
、
一
般
に
、
そ
の
結
構
と
し
て
「
總
彰
佛
體
」「
開
智
慧
門
」「
顯
示
不
思
議
法
」「
明
諸
法
正
性
」「
自
然
無
礙
解

脱
道
」
等
の
五
章
と
、冒
頭
に
附
さ
れ
た
「
序
章
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
（
五
章
の
名
稱
は
異
本
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
最
も
古
い
『
大
乘
無
生
方
便
門
』
に
よ
っ
て
掲
げ
た
（。
異
本
が
多
く
、
し
か
も
流
動
性
に
富
む
た
め
、
結
果
と
し
て
、
こ
の

結
構
を
失
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
　
　

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
『
大
乘
五
方
便
』
と
い
う
名
の
異
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
兩
者
を
區
別
す
る
た
め
に
、

以
下
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
文
献
の
總
稱
と
し
て
用
い
る
場
合
は｢

大
乘
五
方
便｣

、
特
定
の
異
本
を
指
す
場
合
は
『
大
乘
五
方
便
』

と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

な
お
、
序
章
を
第
一
章
か
ら
分
離
す
る
こ
と
は
、
鈴
木
大
拙
の
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』
以
降
、
常
識
と
な
っ
て
い
る
が
、
實
際
に
は
、

序
章
と
第
一
章
は
、
形
式
上
、
區
別
で
き
ず
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
連
續
す
る
た
め
、
序
章
を
第
一
章
か
ら
分
離
す
る
合
理
的
理
由
は
な
い
。

た
だ
、
從
來
、
こ
の
區
分
が
廣
く
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
し
、
内
容
理
解
に
も
便
利
で
あ
る
か
ら
、
本
拙
稿
に
お
い
て
も
便
宜
的
に
こ
れ
を

採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
２
（　

久
野
芳
隆
「
流
動
性
に
富
む
唐
代
の
禪
宗
典
籍
︱
敦
煌
出
土
本
に
於
け
る
南
禪
北
宗
の
代
表
的
作
品
」（「
宗
教
研
究
」
新
十
四-

一
、

一
九
三
六
年
（。

（
３
（　

次
の
論
攷
を
參
照
。

前　

掲　

「
流
動
性
に
富
む
唐
代
の
禪
宗
典
籍
︱
敦
煌
出
土
本
に
於
け
る
南
禪
北
宗
の
代
表
的
作
品
」。

宇
井
伯
壽
『
禪
宗
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
（
四
四
九-
五
一
五
頁
。

鈴
木
大
拙
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
（
一
四
一-
二
三
五
頁
。

武
田　

忠
「
大
乘
五
方
便
の
諸
本
の
成
立
に
つ
い
て
」（「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
一
九-

一
、一
九
七
〇
年
（。 
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（
４
（　

拙
稿
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」（「
南
都
佛
教
」
六
五
、一
九
九
一
年
（。

（
５
（　

同
上
、
七
五
頁
。

（
６
（　

河
合
泰
弘
「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
辺
」（「
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
」
二
四
、一
九
九
三
年
（。
な
お
、
氏
に
は
、
次
の
ご
と
き
一

聯
の
論
攷
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
參
照
さ
れ
た
い
。

河
合
泰
弘
「『
大
乘
無
生
方
便
門
』
の
諸
本
成
立
に
つ
い
て
」（「
駒
澤
大
學
大
學
院
佛
敎
學
研
究
會
年
報
」
二
四
、一
九
九
一
年
（。

河
合
泰
弘
「
北
宗
禪
と
五
方
便
」（「
宗
學
研
究
」
三
四
、一
九
九
二
年
（。

河
合
泰
弘
「『
五
方
便
』
の
成
立
と
北
宗
禪
」（「
駒
澤
大
學
大
學
院
佛
敎
學
研
究
會
年
報
」
二
五
、一
九
九
二
年
（。

河
合
泰
弘
「「
北
宗
五
方
便
」
と
神
會
」（「
宗
學
研
究
」
三
五
、一
九
九
三
年
（。

（
７
（　

前
掲
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』
一
七
〇-

一
七
一
頁
。

（
８
（　

前
掲
『
禪
宗
史
研
究
』
四
七
〇
頁
。

（
９
（　

前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
九
七
頁
。

（
10
（　

前
掲
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』
一
八
一
頁
。

（
11
（　

前
掲
『
禪
宗
史
研
究
』
四
七
六
頁
。

（
1（
（　

前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
九
九-

一
〇
〇
頁
。

（
1（
（　

前
掲
『
禪
宗
史
研
究
』
四
六
九
頁
。

（
1（
（　

同
上
、
四
六
九-

四
七
〇
頁
。

（
1（
（　

前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
九
八
頁
。

（
1（
（　

同
上
。

（
1（
（　

前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
一
〇
一
頁
。

（
1（
（　

同
上
。

（
1（
（　

同
上
、
九
八
頁
。
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（
（0
（　

大
正
藏
九
、二
中
。

（
（1
（　

續
藏
一-

一
四-

三
、二
七
七
張
裏
上-

二
七
八
張
表
下
。

（
（（
（　

宗
密
は
、
第
三
章
の
文
と
し
て
「
二
乘
人
厭
喧
住
寂
。
貪
著
禪
味
。
是
菩
薩
縛
。
不
沈
不
寂
。
以
方
便
生
。
是
菩
薩
解
。
二
乘
人
在
定
即

不
能
説
法
。
出
定
則
説
生
滅
法
。
爲
無
定
水
潤
心
。
名
爲
乾
慧
」
云
云
を
引
用
し
て
い
る
が
、
現
行
の
諸
本
で
は
、
第
二
章
に
對
應
す
る
文

章
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想

の
展
開
」
九
六
頁
の
注
（
1（
（
で
、「
こ
れ
は
、
宗
密
が
見
た
本
が
現
行
の
諸
本
と
異
な
る
科
段
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
宗
密
が
テ
キ

ス
ト
を
忠
實
に
は
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
論
じ
て
お
い
た
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
、
現
時
點
で
は

決
め
る
術
が
な
い
。

　
　
　

後
に
觸
れ
る
よ
う
に
、
第
三
類
（『
大
乘
五
方
便
北
宗
』（
は
、
多
く
の
場
合
、
第
二
類
の
「
是
沒
」
を
「
云
何
」
に
改
め
て
お
り
、
口
語

か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
宗
密
の
引
く
テ
キ
ス
ト
に
は
、
口
語
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
こ
う
し
た
方
向

性
を
徹
底
し
た
も
の
と
見
做
し
う
る
。
こ
の
點
か
ら
見
て
も
、
こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
か
な
り
新

し
い
と
見
て
よ
い
。

（
（（
（　

注
（
６
（
の
河
合
氏
の
一
聯
の
論
攷
を
參
照
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
』
二
四
〇
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
』
二
八
〇
。

（
（（
（　
『
中
國
禪
宗
通
史
』
再
版
、一
三
一-

一
三
三
頁
。「
大
智
禪
師
碑
銘
并
序
」
の
「
五
門
」
に
つ
い
て
河
合
氏
も
同
樣
の
見
方
を
し
て
い
る
。

前
掲
「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
邊
」
二
六
六
頁
を
參
照
。

（
（（
（　

こ
れ
は
全
く
妥
當
な
推
測
で
あ
る
。
例
え
ば
、
陳
集
源
（
武
后
の
頃
の
人
（
の
「
龍
龕
道
場
銘
」（『
全
唐
文
』
二
〇
三
（
に
、

　
　
　
　
「
巖
巖
石
室
。
鬱
鬱
禪
枝
。
五
門
清
淨
。
八
解
連
漪
。
神
高
習
海
。
道
溢
須
彌
。
欲
求
蝉
脱
。
良
津
在
斯
。」

　
　

と
見
え
る
「
五
門
」
は
、
東
山
法
門
・
禪
宗
と
の
關
聯
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、「
五
方
便
」
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
當
時
、

禪
觀
の
方
法
を
「
五
門
」
と
總
稱
す
る
こ
と
が
廣
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、『
楞
伽
師
資
記
』「
道
信
章
」
の
「
五
事
」
や



　 （（ 　

「
五
方
便
」
の
方
が
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
こ
れ
と
關
聯
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
慧
祥
（
七-

八
世
紀
（
の
『
弘
贊
法
華
傳
』（
七
〇
六
年
以
降
間
も
な
く
の
成
立
（
卷
第
六

に
掲
げ
ら
れ
る
慧
豫
（
四
三
三-

四
八
九
（
の
傳
記
に
「
又
習
禪
業
。
精
於
五
門
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
割
註
が
附

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
總
彰
佛
體
門
。
開
智
慧
門
。
顯
不
思
議
門
。
諸
法
正
性
門
。
了
無
異
自
性
無
礙
解
脱
門
。」（
大
正
藏
五
一
、二
八
中
（

　
　
　

明
ら
か
に｢
大
乘
五
方
便｣

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
各
章
の
名
稱
は
Ｘ
本
以
降
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
割
註
は
慧
祥
自
身
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
後
代
の
附
加
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
註
は
、
古
來
か
ら
の
「
五
門
」
と
い
う
用
語
が
「
五
方
便
」
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
、「
大
乘
五
方
便
」
が
い
か
に
流
布
し
た
か
を
暗
示
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
　
　

な
お
、
慧
祥
と
『
弘
贊
法
華
傳
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
唐
僧
慧
祥
に
就
い
て
」（「
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
紀
要
別
册
（
哲
學
・

史
學
編
（」
一
四
、
文
學
研
究
科
紀
要
別
冊
」
一
九
八
七
年
（
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
』
二
六
二
。

（
（（
（　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、徐
文
明
氏
以
前
に
、既
に
河
合
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
邉
」
二
六
五-

二
六
六
頁
。

（
（0
（　

前
掲
の
拙
稿
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
七
二
頁
で
は
、
こ
の
資
料
を
「
恐
ら
く
、

普
寂
が
入
寂
し
た
際
に
、
弟
子
の
宏
正
（
弘
正
（
が
導
師
と
な
っ
て
齋
を
設
け
た
際
の
讚
文
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る

の
で
訂
正
す
る
。

（
（1
（　

柳
田
聖
山
『
初
期
の
禪
史
Ⅰ
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
（
三
三
七
頁
。

（
（（
（　

一
般
に
は
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
成
立
時
期
を
先
天
二
年
（
七
一
三
（
か
ら
開
元
四
年
（
七
一
六
（
ま
で
の
間
と
す
る
が
（
前
掲
『
初
期

の
禪
史
Ⅰ
』
二
九-

三
〇
頁
（、
筆
者
は
こ
れ
を
開
元
十
一
年
（
七
二
三
（
前
後
に
引
き
下
げ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
東
山
法
門
」

の
人
々
の
傳
記
に
つ
い
て
（
中
（」（「
東
洋
學
論
叢
」
三
五
、二
〇
一
〇
年
（
四
四-
四
六
頁
を
參
照
。

（
（（
（　

前
掲
『
初
期
の
禪
史
Ⅰ
』
一
八
六
頁
。



　 （（ 　

（
（（
（　
『
全
唐
文
』
三
六
二
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
』
二
六
二
。

（
（（
（　

ス
タ
イ
ン
二
五
一
二
號
背
面
。
田
中
良
昭
『
敦
煌
禪
宗
文
獻
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、一
九
八
三
年
（
五
五
五
頁
。
な
お
、温
玉
成
氏
は
、

こ
の
引
用
中
の
「
相
魏
」
を
「
相
衞
」
の
誤
り
と
す
る
（
温
玉
成
「
敦
煌
本
《
第
七
粗
大
照
和
尚
寂
滅
日
齋
文
》
誤
字
指
實
」〈「
佛
學
研
究
」

二
〇
〇
一
年
第
一
〇
期
〉（。

（
（（
（　
『
全
唐
文
』
五
〇
一
。

（
（（
（　
『
唐
文
續
拾
』
四
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
』
七
一
八
。

（
（0
（　
『
全
唐
文
』
七
一
五
。

（
（1
（　

續
藏
一-

一
四-

三
、二
七
七
張
裏
上
。

（
（（
（　

拙
稿
「
墓
誌
銘
に
見
る
初
期
の
禪
宗
（
上
（（
下
（」（「
東
洋
學
研
究
」
四
五-

四
六
、二
〇
〇
八-

二
〇
〇
九
年
（。

（
（（
（　
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
天
寶
〇
七
八
。

（
（（
（　
『
唐
代
墓
誌
彙
編
續
集
』
天
寶
〇
二
八
。

（
（（
（　
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
天
寶
一
六
六
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
補
遺
』
千
唐
誌
齋
新
藏
專
輯
、
二
一
九-

二
二
〇
頁
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
新
編
』
卷
三
二
七
。
な
お
、
こ
の
文
の
冒
頭
に
見
え
る
「
同
德
大
師
大
照
和
尚
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
道

璿
は
本
當
に
華
嚴
の
祖
師
だ
っ
た
か
」（「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
六
〇-
一
、二
〇
一
一
年
（
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
（　
『
全
唐
文
補
遺
』
千
唐
誌
齋
新
藏
專
輯
、
二
六
四-

二
六
五
頁
。

（
（（
（　
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
大
中
一
五
〇
。

（
（0
（　

拙
稿
「「
東
山
法
門
」
と
「
楞
伽
宗
」
の
成
立
」（「
東
洋
學
研
究
」
四
四
、二
〇
〇
七
年
（
九
一-

九
二
頁
を
參
照
。

（
（1
（　

こ
れ
に
つ
い
て
河
合
氏
は
「「
五
方
便
」
及
び
「
方
便
」
は
、
神
秀
系
で
の
み
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
慧
安
の
孫



　 （0 　

弟
子
明
演
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
碑
文
に
も
「
五
方
便
」
の
語
が
見
え
、
慧
安
・
明
演
と
も
に
普
寂
と
同
樣
に
嵩
山
に
因
縁
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
五
方
便
」
は
、
場
所
と
し
て
は
嵩
山
を
、
人
物
と
し
て
は
普
寂
を
中
心
に
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
（
前
掲
「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
邊
」
二
七
八
頁
、
注
（
（1
（（、
同
意
で
き
な
い
。

（
（（
（　

前
掲
『
禪
思
想
史
研
究
』
一
八
一
頁
。

（
（（
（　

前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
七
四
頁
。

（
（（
（　

前
掲
『
初
期
の
禪
史
Ⅰ
』
三
一
二-

三
一
三
頁
。

（
（（
（　

前
掲
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』
一
七
五
頁
。

（
（（
（　

同
上
、
一
七
二
頁
。

（
（（
（　

同
上
、
一
八
六-

一
八
七
。

（
（（
（　

ペ
リ
オ
二
八
三
六
號
は
、
ま
だ
活
字
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
寫
本
に
基
づ
い
て
掲
げ
た
。

（
（（
（　

注
（
（（
（
を
參
照
。

（
（0
（　

次
の
四
つ
の
拙
稿
を
參
照
。

伊
吹　

敦
「「
心
王
經
」
に
つ
い
て
︱
ソ
グ
ド
語
譯
さ
れ
た
禪
宗
系
僞
經
」（「
駒
澤
大
學
禪
研
究
所
年
報
」
四
、一
九
九
三
年
（。

伊
吹　

敦
「
再
び
『
心
王
經
』
の
成
立
を
論
ず
」（「
東
洋
學
論
叢
」
二
二
、一
九
九
七
年
（。

伊
吹　

敦
「『
心
王
經
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」（「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
五
二-

一
、
二
〇
〇
三
年
（

伊
吹　

敦
「『
心
王
經
』
の
思
想
と
制
作
者
の
性
格
」（『
日
本
敦
煌
學
論
叢
』
第
一
卷
、
比
較
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
（

（
（1
（　

方
廣
錩
主
編
『
藏
外
佛
教
文
獻　

第
一
輯
』（
宗
教
文
化
出
版
社
（
北
京
（、
一
九
九
五
年
（
二
九
七-

二
九
九
頁
。

（
（（
（　

中
鉢
雅
量
「
北
宗
「
五
方
便
」
と
神
會
「
五
更
轉
」
︱
唐
代
前
期
禪
宗
の
民
衆
教
化
」（「
東
方
宗
教
」
一
〇
六
、二
〇
〇
五
年
（。

（
（（
（　

前
掲
「
北
宗
「
五
方
便
」
と
神
會
「
五
更
轉
」
︱
唐
代
前
期
禪
宗
の
民
衆
教
化
」
三
七
頁
。

（
（（
（　

同
上
、
四
二
頁
。

（
（（
（　

同
上
、
四
四
頁
。



　 （1 　

（
（（
（　

同
上
、
四
二
頁
。

（
（（
（　
『
楞
伽
師
資
記
』
に
「
有
菩
薩
戒
法
一
本
」
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
『
初
期
の
禪
史
Ⅰ
』
一
八
六
頁
を
參
照
。

（
（（
（　

關
口
眞
大
「
授
菩
薩
戒
儀
「
達
摩
本
」
に
つ
い
て
」（「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
九-

二
、一
九
六
二
年
（、
柳
田
聖
山
「
大
乘
戒
經
と
し
て

の
六
祖
壇
經
」（「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
一
二-

一
、一
九
六
四
年
（
等
を
參
照
。

（
（（
（　
『
圓
覺
經
大
疏
鈔
』
卷
三
之
下
。
續
藏
一-

一
四-

三
、二
七
八
張
裏
上-

下
。

（
（0
（　
『
圓
覺
經
大
疏
鈔
』
卷
三
之
下
。
續
藏
一-

一
四-

三
、二
七
九
張
裏
上
。

（
（1
（　

前
掲
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』
一
六
八-

一
七
〇
頁
。

（
（（
（　

前
掲
「
墓
誌
銘
に
見
る
初
期
の
禪
宗
（
上
（」
八
〇-

八
一
頁
。

（
（（
（　

大
正
藏
八
五
、一
二
三
七
下
。

（
（（
（　

前
掲
『
禪
宗
史
研
究
』
四
六
八
頁
。

（
（（
（　

前
掲
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』
一
六
八-
一
六
九
頁
。

（
（（
（　

前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
獻
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
八
四
頁
。

（
（（
（　

次
の
二
つ
の
拙
稿
を
參
照
さ
れ
た
い
。

伊
吹　

敦
「「 

戒
律
」
か
ら
「
清
規
」
へ
︱
北
宗
の
禪
律
一
致
と
そ
の
克
服
と
し
て
の
清
規
の
誕
生
」（「
日
本
佛
教
學
會
年
報
」

七
四
、二
〇
〇
八
年
（

伊
吹　

敦
「
北
宗
禪
に
お
け
る
禪
律
一
致
思
想
の
形
成
」（「
東
洋
學
研
究
」
四
七
、二
〇
一
〇
年
（

（
（（
（　

前
掲
「「
大
乘
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
︱
文
献
の
變
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
九
二
頁
、
九
三-

九
五
頁
等
を
參
照
。

（
（（
（　

前
掲
『
禪
宗
史
研
究
』
四
六
八-

五
一
〇
頁
に
掲
げ
ら
れ
た
第
二
類
、
第
三
類
の
テ
キ
ス
ト
の
校
異
註
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
（0
（　

第
五
類
の
末
尾
に
は
「
丁
卯
年
二
月
二
十
三
日
。
沙
彌
明
慧
記
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
が
、鈴
木
大
拙
氏
は
、こ
れ
を
貞
元
三
年
（
七
八
七
（

に
比
定
し
て
い
る
（
前
掲
『
禪
思
想
史
研
究　

第
三
』
八
頁
（。
蓋
し
妥
當
な
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
二
類
か
ら
第
三
類
へ
の

變
化
、
第
四
類
か
ら
第
五
類
へ
の
變
化
が
平
行
し
て
起
こ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。



　 （（ 　

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
大
乘
五
方
便
、
墓
誌
銘
、
普
寂
、
弘
正（
宏
正
（、
大
乘
無
生
方
便
門
、
通
一
切
經
要
義
集
、
方
便
、
通
經


